
令和７年３月２１日 

子ども教育常任委員会資料 

子ども青少年部児童青少年課作成 

 

 

児童館の今後のあり方 

基本方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 2月 多摩市 

 

  

 

 

702303
テキストボックス
令和7年7月12日
　資料２－４



 

目次 

 

児童館運営の理念 P. 1 

   

１ -1 はじめに P. 1 

  -２ 児童館とは何か P. 2 

  -3 児童館の変遷 P. 3 

  -4 これまでの児童館運営をふりかえって P. 5 

   

２ -1 多摩市の子育て施策における課題 P. 5 

  -２ 多摩市児童館の現状 P. 6 

  -3 多摩市児童館の課題 P. 8 

   

３ -1 国の動向 P.10 

  -２ 近隣市の状況 P.10 

  -3 小学生の放課後の居場所の変化と児童館 P.11 

  -4 地域子育て支援拠点事業・利用者支援事業の今後のあり方 P.12 

  -5 これからの多摩市の児童館（将来像） P.12 

  -6 ５年以内に目指す姿 P.15 

   

４． 利用者（子ども、保護者）の意見 P.16 

   

５． 児童館の可能性 P.17 

   

6. おわりに P.20 

   

資料編 P.21 

   

 

  



 

1 

《多摩市立児童館運営の理念》 

『児童館とは「遊び」を媒介として、人と人との触れ合

いや交流の場を提供し、子どもの精神的・身体的な成

長を支援していく施設である。』 

※平成１５年「児童館・学童クラブ運営検討委員会」決定 

 

１- 1．はじめに（児童館の今後のあり方基本方針を考える背景） 

 

児童館は、児童福祉法第４０条に規定する児童厚生施設のひとつで、児童に健全な遊び

を与えて、この健康を増進し、又は情操をゆたかにすることを目的としています。多摩市で

は同法第３５条第３項の規定に基づき多摩市立児童館を設置し、児童の健全な育成を図っ

てきました。 

多摩市が初の児童館として一ノ宮児童館を設置した昭和４８年頃は日本全体の高度経済

成長期にあたり、経済成長と並行するように昭和４９年までの出生数２００万人を超える第

二次ベビーブームにありました。多摩市でも児童福祉施設の整備ニーズが高まったことか

ら、これ以降に子どもの健全育成を担う場として、市内を１０のコミュニティエリアに分け、１

０館の児童館を整備する方針に基づき、設置を進めてきました。 

そこから５０年を経た現在、状況は大きく変わりました。核家族中心の子育てに孤立を感

じている人が増え、また自閉症や情緒障害を抱えた子どもが増える傾向もあります。少子化

の進行も顕著になっている事から、児童館としては、『未来につながる分岐点』と捉え、多摩

市の子どもや子育てをしている保護者を支援し、強く生きる力をもった子どもの育成にこ

れまで以上の力を発揮できるよう、児童館の事業や運営から施設の在り方まで、既成概念

に捉われない思い切った再編や再配置を考えるため、児童館職員を中心とした本検討プロ

ジェクトを立ち上げ検討しました。 

多摩市立児童館は、多摩市第六次総合計画で掲げる「目指すまちの姿」のひとつ「子ども

の成長をみんなで支え、ともに生きるまち」を実現していくための施策「子育て・子育ちを育

む地域づくり」において、子どもと保護者の居場所づくりのための施設として位置づけられ

ています。また、児童館で取り組まれる事業は、多摩市子ども・子育て・若者プランにおいて

も、「子どもと親子の居場所づくりの推進」、「児童の健全育成」、「児童虐待の防止と早期発

見・早期支援」、「地域コミュニティによる子育て支援の充実」といった施策を推進する事業

と位置づけられています。 

これらの計画で位置づけられた役割を果たしていくための児童館の道しるべとして、この

方針を定めるものです。 

 

 



 

2 

1- 2．児童館とは何か 

大人の方には、小学生のための施設と思われがちですが、今の児童館は18歳以下のすべ

ての子どもと保護者の方に開かれた、多摩市の未来を育む館です。 

 

【児童館の良いところを５つに分類して紹介します】 

①多摩市の児童館は、子どもの時間を大事にしています。 

子どもが育つ中では、大人のモノサシでは測れない時間の過ごし方がたくさんあります。 

子どもが夢中で穴を掘ったり、石を拾い集めたり、水の流れを見つめていたり、また何も

していない時間も、育つ過程の中で守られるべき子どもの「あそび」の時間として、運営の

中で大切にしています。 

「あそび」は運動能力、情緒、社会性、協調性が育まれるという教育的意義として語られます

が、何気ない「あそび」そのもの自体が、子どもが子どもらしく生きて育つための基盤です。 

効率や節約で追われる「大人の時間」とは違う、子どもが自由にあそべる「子どもの時間」を

守っていくことを私たちは運営の柱にしています。 

 

②子どもが自分の意思で、気軽に行ける居場所です。 

児童館は「あそび」を通し、誰でも入りやすくしていることで、地域の方々にも垣根を低く

するようにして、多くの子どもや保護者を迎え入れています。 

その運営の中で、利用者の変化や悩みに気づき、保護者の方と一緒に地域の活動等とつ

ないでいくことで、地域ぐるみで子どもの育成環境をより良くしていく役割を担っていま

す。 

そんな多摩市の児童館の運営は、市の職員（児童厚生員）が責任を持って運営を行ってい

ます。 

 

③大人の顔色を忖度しないで、自由に体験するから、そこから学び、子どもが強くなります。 

児童館は、うれしい事も、わくわくする事もたくさんつまっている場所であることが大事

だと考えています。 

やってはいけないことには理由がありますが、そんなことも遊びを通して、子どもは学ん

で、生きていく力を養います。児童館では、四季折々の行事で地域の風土や慣習から学ぶこ

ともできますし、実際に体験する事そのものが子どもの成長のきっかけになります。 

子どもの興味の幅を拡げていく、仲間とともに挑戦していくなど、児童館だからできる健

全育成があります。 

 

④様々な年齢の子どもが、他者と関わり、大人の社会を摸倣することで“社会的役割”を学

んでいる場所です。 

子どもの中にも社会があり、それぞれに必要とされる役割ができていきます。０から１８

歳までの子どもが、交じりあい、あそび、会話をする中で問題や課題を乗り越えていく姿が

あります。 

ほんの少し、昨日までできなかったことを、乗り越えていく手助けをするのは、大人とは
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限りません。 

異年齢の子どもが手を伸ばし、先に進んでいく成長の姿を繰り返し見ている職員は、どう

したら次も子ども同士が触発され、新たな動機づけにつながるか考えて支援をしています。 

 

⑤地域の子どもを、地域の大人が育て、安全を守っていく場所です。 

児童館職員だけでは、地域の子どもの育成を支援していくことはできません。児童館は

地域の住民、学校、団体や医療機関などと、日常的に交流を重ね、目には見えないけれど確

かな関係性によって、安心な子育て環境を作っています。 

それは新たに児童館を利用する保護者も地域につないでいくネットワークづくりでもあり

ます。 

多摩市の宝でもある子どもや保護者を取り巻く環境は育児の孤立、価値観の多様化、経

済の格差など課題は膨らんでいるようにも見えますが、それでも児童館は、子どもを犯罪な

どから守り、地域の防犯や災害に対しても安全な居場所であることはもちろん、子どもや保

護者が安心感を得られる、精神的なよりどころでありたいと努めています。 

 

１－３．児童館の変遷 

年代 出来事 妊娠期～6歳 小学生 中高生 

1973(S48) 

 

 

 

多摩市立児童館

条例を制定、多摩

市初、一ノ宮児童

館が開館 

 

 

主に小学生の居

場所として遊育を

行う 

 

 

(19年間) 

 

    

1992(H4)  幼児の時間として

の事業を開始 

  

1994(H6) 日本は「子どもの権利条約」を批准 

子育てを夫婦や家庭だけの問題ととらえるのではなく、社会全体で子育てを支援

していくことを狙いとして、取り組むべき基本的方向と重点施策を定めた計画と

して「エンゼルプラン」を発表 

1997(H9)    中高生の事業を充

実 

1999(H11)  児童館の運営時間を午後 6時まで延長 

2001(H13)  ０歳児の時間を開

始 

  

2004(H16)  子ども家庭支援セ

ンター開所 

  

2007(H19) 地域社会の中で、放課後等に子どもたちの安全で健やかな居場所づくりを推進す

る目的で「放課後子どもプラン」を文部科学省と厚生労働省が策定 
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年代 出来事 妊娠期～6歳 小学生 中高生 

2011(H23) 東日本大震災   一ノ宮、唐木田児童

館を中高生重点対

応館として 19時ま

で時間延長 

2014(H24)   ランドセル来館を

諏訪児童館から

開始 

 

2013(H25) 公共施設の見直

し方針と行動プロ

グラムを策定 

豊ヶ丘、東寺方、桜ヶ丘児童館の廃止案を含むプログラムは、

市民、議会との議論の中で変遷してきた。 

2014(H26)    永山児童館も中高

生重点対応館とな

る 

2015(H27) 年金・医療・介護に加え、子ども・子育てを社会保障の第 4 の経費とし、「子ども・

子育て支援新制度」（子ども・子育て支援３法）を施行。 

 

2015(H27)  一ノ宮、永山、唐

木田児童館が地

域子育て支援拠

点となる 

  

2016(H28)  一ノ宮、永山、唐木田児童館で日曜開館実施 

諏訪、落合児童館

も地域子育て支

援拠点となる 

宿泊体験行事（各館キャンプ、合同キャ

ンプ）を休止 

2018(H30)  桜ヶ丘児童館で地

域子育て支援拠

点(連携型）を開

始 

  

2019(H31)  連光寺児童館も

地域子育て支援

拠点となる 

  

2020(R2) 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため 3月から 5月まで全館休館 

2021(R3)   児童館直接来館

を開始 

 

多摩市子ども・若者の権利を保障し支援と活躍を推進する条例を制定 

  

乳幼児対象の「子育て支援」という呼び方に対し、

これまでの児童館事業を「子育ち支援」と整理した 
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１－４．これまでの児童館運営をふりかえって 

児童館はすべての子どもたちが自由に利用できる施設です。 

そのため「児童館へ行きたい」と自発的に思い、たくさんの子どもたちに選ばれるよう

な魅力あふれる施設でなければいけないと考えます。 

 

しかしながら、いじめや不登校、児童虐待等、子どもを取り巻く多様な問題が年を追う

ごとに増加しています。 

参考：小中学校における不登校児の割合  平成 4年度０．５２％→令和 4年度 3.17％ 

児童相談所における虐待検知数    平成 4年度 1,372件→令和 4年度 207,660件 

児童館では子どもや保護者の声を聴き、寄り添いながら、使命感をもってひとつひとつ

の要請に応え続けています。 

そのような中で、困難に直面しているケースに着目するあまり、子どもたちがわくわくし

ながら夢中で遊びを展開できるように環境を整え、その過程をサポートし、一人ひとり

の子どもの成長・発達を促す、というかつての児童館が主としていた機能が弱くなって

しまいました。 

児童館はその時代時代の行政需要や地域社会の要請に応えていくために、少しずつい

ろいろな役割を背負ってきました。それに伴い、かつて児童館が運営の最も基本と考え

ていた地域のすべての子どもを対象にした健全育成としての本分も、少しずつ弱まって

しまったと考えます。 

 

２－１．多摩市の子育て施策における課題 

①全国的に少子化が加速し、その要因も複合的になっています。多摩市においても例外で

はなく、なしうる子育て支援策を迅速に行う必要があります。 

②多様化する子育てに関する市民ニーズの背景にある具体の変化を例示すると、少子化が

進んでいること以外にも、自閉症、情緒障害の児童・生徒数が年々増加傾向にあることや、

児童相談所の児童虐待相談対応件数が増加していること、保護者の経済的な事情の変化

の中で、格差の広がりなどが挙がります。 

こうしたことは、子どもの友達との遊び方の変化につながることや、保護者と過ごす時間、

過ごし方にも影響していると考えられ、子育ての中でも様々な要因による多様化、複雑化

が進んでいます。 

行政にはこうした変化を踏まえて、市民ニーズに応えた子育てに関する施策展開がなさ

れ、安心して子育てできる環境提供の期待が高まっていると感じています。 

③市のシティセールスとしても、多摩市の子育て環境が優れていることを市内外に発信す

ることで、多くの子どもとその家族が多摩市で暮らし、子を育む事を望むような街づくり

に資する必要があります。 
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２－２．多摩市児童館の現状 

（１）配置について 

多摩市では、昭和48年に一ノ宮児童館が開設されて以来、昭和57年までの間、ほぼ毎

年のように児童館が整備され 7 館体制となり、その後も平成 23 年までに 3 館を加えて、

合計10館となっています。この10館のうち9館が小地域を対象とした『小型児童館』（＊）

であり、『児童センター』（＊）として位置付けられた唐木田児童館を含めて、児童館の近隣地

域の方々が利用しやすいように、市内全域に点在する形で設置されています。 

 

＊小型児童館、児童センター 

平成 2年 8月 7日に当時の厚生省が発出した通知（児発第 123号厚生事務次官通知、

第 967 号厚生省児童家庭局通知）「児童館の設置運営について」において、機能や特徴

により区分された児童館の種別。 

小型児童館は面積が217.6㎡以上で、児童に遊びを与え、健康を促進し情操を豊かにす

る等の機能を備えた施設。児童センターは更に面積が336.6㎡以上で、体力増進指導機

能も備えた施設。 

 

■中学校区で視る児童館の配置 

 

……児童館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どの地域にも同じように児

童館を設置して通いやすく

してきたんだね 
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（２）事業内容について 

多摩市の児童館は 18 歳までの児童を対象者とするだけでなく、妊娠中の方や児童の保

護者、地域に居住する多くの市民、学校を含む公的機関・地域団体等の関係機関を事業の

対象としています。事業の拡大とともに、事業対象者の範囲を広げてきた児童館は「関わり

の連続性」をつくり、地域からの信頼を獲得し、関係構築も進めてきています。 

 

①子育て支援事業 

（事業内容） 

子育てを主に担う保護者に対して、楽しく子育てがで 

きるよう、子育ての負担軽減と孤立化の予防を目的に、 

子育て情報や「保護者の交流の場」を提供しています。 

また、児童館が気軽に相談できる場所として、保護者と 

の会話の中から困り事を探り出し、必要に応じて専門機 

関につなげるパイプ役も担っています。 

（対象者） 

主に乳幼児・保護者 

（具体的な取組例） 

乳児のつどい、幼児のつどい、子ども家庭支援センター出張、親子フィットネス 

②子育ち支援事業 

（事業内容） 

 子どもたちに遊びを通して、「体験をできる場」「意見表明できる場」「安心して過ごせる場」

を提供する事で、子どもたちの主体性や自主性を尊重しつつ、子どもたちの心身の発達を

支援します。また、「児童虐待」や「子どもの貧困」など、子どもを取り巻く環境は以前にも増

して厳しくなってきていますが、児童館は家庭状況に左右される事なく、誰もが安心して利

用でき、子ども自身の意思で様々な行事に参加し経験できる数少ない「場」です。 

（対象者） 

18歳以下の児童 

（具体的な取組例） 

工作・制作行事、レクリエーション行事から地区の他団体との協働も含むイベントなど、直接

来館事業、中高生重点対応館、日曜開館、ボランティア育成活動 
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このように多摩市の児童館は事業の拡大とともに、事業対象者の範囲を広げてきました。

下のグラフの通り、年少人口は減少しているにもかかわらず、平成 28 年度までは、児童館

来館者数は増加傾向でした。令和 2 年度には新型コロナウイルス感染症拡大の影響で来館

者数が大きく減少したものの、それ以後は回復傾向にあります。それは児童館にニーズがあ

り、それに応えてきた結果だと考えられます。 

 

 

 

２－３．多摩市児童館の課題 

多摩市の児童館は利用者のニーズに応え続けてきましたが、課題もあります。 

 

①幅広く事業を展開した事、事業対象者の範囲を広げてきた事で児童館来館者が増加した

という成果は得られた一方で、全館が類似した事業を定期的に行っており、多摩市児童

館各館の特色が無くなりました。 

 

②各種行事を行うためには、企画、役割分担、調達、進行管理や交渉などのノウハウが必要

になりますが、職員の新陳代謝により経験の浅い職員が増え、ノウハウの継承が難しい状

況があります。そのため、サポートできる体制も必要です。 

また、ノウハウは継承するだけでなく、これまで築き上げてきた基盤をベースに常に改

善し、経験を積み上げて創っていく必要があります。行事だけでなく来館者や地域との関

係性の構築についても同様です。 

 

③児童館が市内全域に点在する形で設置されていますが、地域によっては起伏のある坂道

や交通量の多い主要道路が走っている等、距離だけでは測れない通いやすさの差があり

ます。また子育て世代の住み替えが多くある団地やマンション等、大型の住宅が整備・建
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設された時期も地区で異なるため、児童館の需要変化にも大きな影響があると考えられ

ます。 

 

④１０館の児童館が「地域子育て支援拠点事業」の展開の有無に関わらず、乳幼児専用スペ

ースを設けました。児童館を建設した時期には想定していなかった空間や機能を創った

ことで、小学生以上にとってはそれまで利用できたスペースが極端に狭くなってしまい、

年齢に応じた活動が存分にできなくなった面も有ります。 

 

⑤中高生がありのままの自分でいられ、自己表現が自由に出来るようにするためには、年

少児童に気兼ねすることなく過ごせ、受け止めてくれる大人がいる居場所が必要であり、

そこに中高生の多様なニーズに応えられるような施設・設備が備えられていることが望ま

しいと考えますが、既存の児童館ではこれらに応える事は難しい現実があります。グラフ

の通り中高生の児童館利用は他の年代に比べ非常に少ない状況です。多感で興味も多岐

に渡る中高生にとって魅力ある施設にしていかなければ選ばれる児童館にはなりません。

また、部活動などにより時間的な制約もあるため選ばれるためにはより一層魅力ある施

設にしていかなければなりません。 

 

■令和 4年度の児童館別、年代別利用状況 

 
  



 

10 

３－１．国の動向（社会保障審議会児童部会放課後児童対策に関する専門委員会 

とりまとめ） 

令和 5年 3月子ども家庭庁公表の社会保障審議会児童部会放課後児童対策に関する専

門委員会とりまとめの中で今後の児童館のあり方が示されました。その中で、中高生世代

の活動・支援の場として期待されている中、中高生世代が居場所として実感できるような取

組、そのための人員体制が必要であることやすべての児童館が果たすべき基本的機能・役

割と発展的な機能・役割とを整理し、児童館の種別を基本型、機能強化型など類型で再編す

ることが課題として挙げられています。 

 

３－２．近隣市の状況 

近隣市では、児童館を各地域で均質に提供する形から、基幹的な役割を持つ児童館、地

域に根差した身近な児童館と役割分担をさせる方向や、委託や指定管理としている自治体

が多くなっています。また地域のコミュニティ施設内に併設するなど、児童館機能を置く運

営もあります。 

一方、多摩市は０歳から１０歳までの子どもの数約千人に対し１つの児童館が地域に在り、

専門性を持った市職員が運営を担うことで、利用者も各館平均約２万人と多く、今まで児童

福祉、地域福祉の向上に取り組んできました。近隣市の動向も把握しつつ、子どもまん中社

会の実現に向けて、市全体での児童館の魅力を高める方向へシフトさせていく考えです。 

 

①調布市 

 各館が同一の位置づけを持ちながら、均質のサービスを提供してきたものを見直し、児童

館・学童クラブ・子育てひろばの機能に加えて、対象地域内の学童クラブ、放課後子ども教

室の活動支援など連絡調整機能を有する地域児童館、中高生世代支援に特化した中高生専

門館、地域児童館、これらを総合的に支えるセンター機能型児童館を１館設置しています。 

 ※市域の中にある児童館の東西南北の中央を基幹児童館にしていくイメージ 

   ・・・基幹児童館 

 

②日野市 

令和６年度までの児童館５か年計画において、市内を４エリアに分け、各エリアに基幹と

なる児童館（基幹型児童館）を１館設置し、それ以外の児童館（地域型児童館）をコーディネ

ートする運営形態を提示し、将来的には４つの基幹型児童館を中心に地域型児童館や学童

クラブを運営していく計画を示しています。 

※市域を４つに分け、その中に１つ基幹児童館を置くイメージ 
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③町田市 

基幹型施設である５つの子どもセンター（大型児童センターの町田市呼称）の整備が完了。

分館と子どもクラブ（小型児童館の町田市呼称）はそれ以外の中学校区単位で配置を進め

ています。 

子どもセンターは中長期的には周辺の公共施設の更新時期を捉えて複合化し、単独での

建物の建替えは行いません。 

今後の年少人口の減少を踏まえて、整備費用やその後の維持管理費用が少ない手法や建

物の可変性等の工夫を検討しています。 

 

３－３．小学生の放課後の居場所の変化と児童館 

「学童クラブ、放課後子ども教室と児童館の関係」 

共働き等の世帯が増えたことに伴う需要に沿って、市内の各所に学童クラブを設置して

いた頃の保護者の要望は、子どもに学校とは別の場所で、放課後を過ごせる場所として、学

童クラブを設置してほしいという声であり、こうした声を反映した整備を進めてきました。 

また児童館は、中学校区ぐらいの通いやすい範囲に整備し、子どもと保護者が気軽に立

ち寄り、地域の中で交流しながら一緒に過ごせるようにしてきました。 

学童クラブ事業を多摩市で開始してから約５０年、今は保護者がより安心できる、子ども

が通う小学校内に学童保育施設が設置、運営されることを望む声が高まったことで、整備

の方針も変わり、学校施設・敷地内で学童保育と放課後子どもの教室の展開が進んでいま

す。 

 

今後もさらに学童クラブの校内化が進み、同時に放課後子ども教室の週５日実施が実現し

ていくと、小学生にとっての児童館に求める役割や需要が変化していくと考えます。 

 

これまで行ってきた「異年齢の子ども同士の交流」、「虐待ケースの発見、対応」、「子どもの

地域活動への参画支援」、「不登校児や配慮の必要な子どもへの対応」、「子ども・子育てに

関する情報の収集と提供」等の児童館の機能、役割とは別に、変化として児童館が重点を置

いていくのは、次の①から④を想定しています。 

 

①放課後子ども教室や学童クラブでは実施が難しい独自の事業展開や、児童の健全育成に

資するあそび事業の企画、実施（例 調理体験、クラフト、スポーツ、自然体験、キャンプな

ど） 
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②中高生の放課後の居場所としての運営 

③学童クラブ、放課後子ども教室の運営支援、管理・指導、職員の研修機会を設けての育成 

④地域の子育てに関係する団体、地域住民等と交流・連携し、子育て環境の向上につながる

業務 

 

児童館では、多摩市の自然の豊かさや、地域独自の文化、交通アクセスの良さなど利点を生

かして、子どもが育つ時間を豊かにしていきます。それぞれの事業の特性を生かして、分担

させていくことで、多摩市の子育て環境も充実し、子どもを産み、育てたい人に選ばれる自

治体を目指す動きの１つとして進めていきます。 

 

 児童館 学童クラブ 放課後子ども教室 

対象 

 

０歳から１８歳の子どもと

保護者 

保護者が就労等の理由に

より、放課後に家庭での

養育ができない原則１年

～４年の小学生を対象 

すべての小学生を対象 

役割 子どもが自らの意思で利

用でき、自由に遊んだり

くつろいだり、年齢の異

なる子ども同士が一緒に

過ごすことができる、地

域の子どものための館 

適切な遊び及び生活の場

を提供し、子どもの遊び

及び生活を支援すること

を通して、その子どもの

健全育成を図ることを目

的とする事業 

同じ学校の子ども同士の

遊び、学習や様々な体験・

交流活動、スポーツ・文化

活動等の機会を提供 

 

３－４．地域子育て支援拠点事業・利用者支援事業の今後のあり方 

専用のひろばを設置する地域子育て支援拠点事業、専任の子育てマネージャーによる子

育て相談等を実施する利用者支援事業について、現在、児童館７館において両事業を実施

しています。 

この両事業の今後のあり方について、エリアによっては保育所や幼稚園等が担える可能

性があり、同事業を担っている児童館の今後のあり方にも影響します。両事業については、

児童館のほか、市内公共施設でも実施していますが、市内保育所・幼稚園など子育て支援を

担う社会的な地域施設と連携しながら事業展開をすることについて、子ども青少年部で検

討中です。児童館のあり方にも影響することから、国の動向も踏まえ、引き続き検討を進め

ていきます。 

 

３－５．これからの多摩市の児童館（将来像） 

将来の児童館に求められる役割を考えるとき、多摩市でもこれまでの既成概念に捉われ

ず、それぞれの児童館の立地状況（例えば学校からの距離、地域内の他の公共施設配置、坂

などの勾配や幹線道路の有無による子どもの通い易さ等）を踏まえ、特長を生かしていく

児童館配置が必要です。 

小学生の放課後の居場所に対する需要が変化（小学校内の施設・事業を希望）する中での
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児童館に求められる役割を考えていくこと、他方で地域子育て支援拠点事業・利用者支援

事業のあり方が検討されている中では、将来的に今後の児童館像として以下の４種を想

定していきます。 

 

（１）基幹となる児童館 

・利用対象者は 0～18歳 

・利用者がアクセスしやすい駅近くに配置し、児童館事業に加え、専用のひろばの設 

置や専任の子育てマネージャーによる子育て相談等の事業を実施 

・地域の児童館の支援、児童館に通いにくい地域を中心とした各所での移動児童館 

展開による館にとらわれない運営を行う 

 

 

 

 

 

①エリアの中心となり、地域の児童館へのサポートによる技術支援が可能 

②所在する児童館に通いにくい地域への移動児童館を行い、館にとらわれない事業展開

により、通いにくい利用者へ事業を届けることが可能 

③公園等広いスペースで頻度高く移動児童館を展開することにより、利用者がのびのび

と過せる事業展開が可能 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域の児童館 

・利用対象者は 0～18歳 

・身近な地域に対する児童館事業を実施 

 

 

 

 

 

 ①引き続き身近な地域での児童館事業を展開 

②年少人口の動態に応じ、コンパクトな児童館事業の展開が可能 

③地域特性、子どもの特性に応じた催しの実施強化が可能 
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（３）アウトドア特化館 

・基幹となる児童館の役割を担うだけではなく、野外 

活動、自然活動などアウトドアに特化した児童館 

 

 

 

①思いっきり野外活動ができ、自然を通した感受性の育成、体力の向上もはかれる特色の

ある新しい児童館の創造 

②子どもだけでも家族全員ででも楽しめる特色ある新 

しい児童館の創造 

③野外活動を存分に楽しんだ思い出が多摩市への愛 

着につながり、次世代の地域の担い手育成にもつながる 

 

 

（４）中高生専門館 

・利用対象者は中高生（13～18歳） 

・設備も事業運営も中高生対応に特化した館 

 

 

 

 

 

①現状施設では難しい中高生対応に特化した事業展開 

が可能 

②次世代の地域の担い手としてキーポイントである中高 

生世代を引き寄せ、現状の児童館では体験できない 

運動や文化活動を思春期に経験できる特色ある児童 

館の創出 

③②の活動を通じ、中高生がいろいろな経験を通して、 

自分の特技を見出すことをきっかけに将来への希望、 

活力、今後の人生に有用な自己肯定感を得られ、同 

世代の仲間と楽しい時間を共有することによる思い 

出が多摩市への愛着心につながり、次世代の地域の 

担い手育成につながる 

 

なお、今後の人口動向や時代のニーズへの適合性、他 

事業の動向を勘案しながら、具体的年次等進め方に 

ついては検討していきます。 
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３－６．５年以内に目指す姿 

 以上の将来像のうち、５年以内を目途とした実現を目指す構想について記します。 

 なお、構想については、次の点を整備した上での移行を考慮しています。 

①改修工事時の代替施設の扱い 

②他館へ統合する場合、小学生の放課後の居場所として、放課後子ども教室を週５日実

施します。 

③統合後、統合前エリアでの移動児童館を展開すること等により居場所や催事を継続し

て提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【愛宕児童館（S50）】 

① 

【連光寺児童館〈R4〉】 

①、②、③ 

【諏訪児童館〈H25〉】 

①、②、③ 

【豊ヶ丘児童館（S54）】 

① 

【唐木田児童館（H23）】 

①、②、③、④ 

【東寺方児童館（S56）】 

① 

【落合児童館〈R4〉】 

①、②、③ 

【永山児童館（S49）】 

①、②、③、④ 

【桜ヶ丘児童館（H3）】 

①、② 

【一ノ宮児童館（S48）】 

①、②、③、④ 

現在 

【凡例】 

①児童館事業 

②利用者支援事業 

③地域子育て支援拠点事業 

④中高生重点対応館 

※児童館名後ろの（ ）は取得年度、

〈 〉は改修年度 

【愛宕児童館】 

（基幹及びアウトドア特化館） 

 

 

【一ノ宮児童館】 

（基幹となる児童館） 

【連光寺児童館】 

（地域の児童館） 

【東寺方複合施設】 

【諏訪児童館】 

（地域の児童館） 

【永山児童館】 

（基幹となる児童館） 

【豊ヶ丘児童館】 

【落合児童館】 

（地域の児童館） 

【旧：貝取学童クラブ】 

 → 地域の児童館 

【唐木田児童館】 

（基幹となる児童館） 

【桜ヶ丘児童館】 

①近隣の児童館に

よる移動児童館

にて同エリアの

需要をカバーす

る 

②同エリア内の

多摩第三小学校

については放課

後子ども教室の

週５日実施によ

り需要をカバー

する。 

５年以内を目途に目指す姿 
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５年以内に目指す姿 ロードマップ（案） 

 

 

２ 
東寺方

児童館 

多摩第二小での放課後子ども教室週５日実施 

↓ 

・エリア内小学生の放課後の居場所の確保 

東寺方小での放課後子ども教室週５日実施 

↓ 

・エリア内小学生の放課後の居場所の確保 

・東寺方小学童クラブの待機児対策 

 

３ 
愛宕児

童館 
アウトドアに特化した基幹となる児童館として改修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．利用者（子ども、保護者）の意見 

 

令和５年６月から令和６年１月にかけて市内各所で実施した児童館５０周年記念展示「あり

がとう～つながる 50年と未来の子どもたちへ～」の展示会場に設置したアンケートに寄せ

られた市民の感想からは、児童館があったからこそ子どもが育つことができたと考えてい

ること、そして、これからもそのよう役割を児童館に期待していることがうかがえます。 

（資料編 「児童館 50周年記念展示アンケート」参照） 

  

１ 
豊ヶ丘

児童館 

貝取学童クラブ

を豊ヶ丘小学校

敷地内へ移設 

貝取学童クラブへ児童館を移設 

（貝取小・豊ヶ丘小、両エリアにバラ

ンスの良い場所での児童館展開） 

★豊ヶ丘複合施設内に子どもの

ためのスペースを設置 

★豊ヶ丘複合施設での移動児童

館展開 

アウトドアに特化した児童館 

＋ 

★東寺方複合施設内に子どもの

居場所を確保 

★東寺方複合施設や近隣施設で

の移動児童館の展開 

東寺方児童館、愛宕児童館を統

合し、児童センターを設置 
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５．児童館の可能性 

５０年の歩みの中で 

「子どもの安全な遊び場」として多摩市に児童館が誕生してから 50年。高度経済成長期

からのめまぐるしい社会変化の中で、遊びを通した児童の健全育成のみならず、行政課題

や地域社会の要請に応えるべく次々と様々な事業を積み上げてきました。その間も、目の

前にいる子どもたちや保護者の皆さんに寄り添うとともに、いかにして地域の皆さんの信

頼を勝ち取るか、そしてまだ児童館を利用したことのない方々に児童館に来ていただくに

はどのようにすれば良いのかと考え、試行錯誤を繰り返してきました。 

その結果、多摩市の児童館は利用者や地域の皆さん、関係機関の皆さんから一定以上の評

価を得ていると考えています。そのことが垣間見えるエピソードをご紹介します。 

 

（１）安心できる居場所の提供 

・『家の鍵を忘れた小中学生が児童館に助けを求めてやって来て、保護者と連絡を取るこ

とはよくあること。児童館を利用したことのない友だちが鍵を忘れた際に「困ったこと

があったら児童館に行けばいいんだよ」と言いながら、児童館を利用している子がそ

の友だちを連れてくるということもあった。』 

・『公園で遊んでいる際に骨が露出するような大けがを負った子どもが「児童館に行けば

何とかしてもらえる」と考えて児童館に駆け込み、職員がすぐに受け入れ可能な病院を

探して連れて行った。』 

 

（２）子どもたちが興味を持ち、才能を伸ばすきっかけづくり 

・『児童館で卓球を始めたことで打ち込むものが見つかり、全寮制の卓球強豪校に進学。

インターハイにも出場し、現在は主将として活躍している。帰省時には児童館に顔を見

せてくれた。』 

・『小学生がコマに興味を持ち、毎日取り組むようになる。かなり上達した頃に学校のクラ

スでコマの技を披露することになり、クラスメイトから拍手喝さいを浴びる。保護者に

よると「これまで自信を持てるものがなかったが、クラスのみんなに認められたことで

自信が付いた。」とのことであった。』 

 

（３）課題を抱えた子どもへの継続的なサポート 

・『感情のコントロールがうまく出来ず、怒って暴れることが多い子が、児童館で卓球に興

味を持ち毎日練習をするようになる。はじめのうちは感情のコントロールがうまくいか

ず職員と卓球をしていたが、次第に他の利用者とも出来るようになる。中学校入学と

同時に卓球部に入部し、たまに児童館で卓球をするときには、小学校低学年児童にも

優しく丁寧に接してくれるようになった。』 

・『小学生から児童館に来ていたが、中学生になって不登校となり、カウンセリングに行く

日には、児童館で過ごしてから行くことが多かった。中学卒業後の進路を職員と一緒に

調べ専門学校に行くことになったが、「卒業式だけは出たい」と職員に相談し、児童館

で合唱の練習をし、卒業式に出席した。』 
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（４）子育てに不安を持つ保護者へのサポート 

・『児童館の目の前の道路で、泣いている子どもをあやしている 

父親がいることに気付いた職員が声をかけた。「母親が子育 

てに悩み気持ちが落ち込んでいるので、自分が子どもを連れ 

て外に出たのだが、子どもに泣かれて困っていた。」との事だ 

ったので健康センターと連携して対応した。その後児童館を 

利用するようになり、母親が復職した後も時々児童館に顔を 

出していたが、職員と話をしていた子育てに悩んでいる様子 

の母親を見掛け、自身の体験を話してくれた。』 

 

（５）社会とつながるきっかけの提供 

・『児童館を利用していた子が 19歳になって久々に児童館に顔を出す。高校を卒業して

から何もしていなかったようで、「何かしないと」と言う気持ちはあったが、自分でうま

く動き出せていなかったようで、ボランティア登録をして手伝いをするようになる。児

童館でボランティアをするうちに人と関わることが上手くなり、障害福祉施設へ就職し

た。「子どもの時にいつも児童館に来ては、職員に迷惑をかけたと今になってわかるよ

うになった。その経験もあるから、人のためになる仕事がしたいと言う気持ちを持っ

た」と言う。』 

・『児童館でのボランティア活動の経験を通して学生が自信を持ち、就職活動でも役に立

っていると在籍している大学の教授から話があった。』 

『学生時代に児童館でボランティアを経験した人や、児童館を利用していた子が、多摩市

役所に入庁している。』 

 

（６）地域での活動の場を提供 

・『地域で「誰でも食堂」を運営している団体から、「子どもたちにも利用してもらえるよう

な食堂を開催したい」と相談され、児童館の工作室を会場として提供することにした。

毎回たくさんの参加者が来る恒例行事となり、地域の方々の交流の場にもなってい

る。』 

 

これらのエピソードから、児童館やそこにいる職員の存在が子どもたちや保護者にとっ

て、日常の中での安心材料となっていることが伺えます。身近な場所にいつも利用している

児童館があったからこそのエピソードだと思います。 

児童館の職員は、利用者との日常的な何げないやりとりを大切にしています。「子どもの

言っている事だから」などと軽く捉えずに、常日頃からその思いに耳を傾けることで、幅広

い年代の子どもたちから信頼され、繋がり続けることが出来ると考えています。この姿勢こ

そが、世代を超えて利用者と継続的に関わるという児童館の強みを体現する源となってい

ます。これは子どもに限ったことではなく、保護者や地域の皆さんとの関係についても言え

ることで、そういった地道な活動を継続してきたことで、子どもや保護者と地域社会を結び
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付ける役割も果たして来られたのだと思います。 

また、最近では子どもたちが児童館に対して感じる様々な思いや意見を受け止め、子ど

もたちの声を児童館の運営に反映させることも求められており、「傾聴」の姿勢は児童館職

員の基本となっています。 

 

今後の児童館の可能性 

上記のエピソードだけでなく、特に平成 23年度からコロナ前までの来館者数の増加か

らも、今日までの児童館運営は多摩市の子育て施策としての役割を十分果たしてきている

と考えています。 

これからの児童館は、これまで果たしてきた役割の一部を放課後子ども教室等他事業に

移行し、移動児童館等のアウトリーチ事業にも力を注ぎ、館に捉われない柔軟な事業を展開

するとともに、多摩市の子どもたちや保護者の皆さんにこれまで以上に充実した日々を過

ごしていただけるよう、新たに前進します。 

それは、「外遊びやアウトドアに特化した児童館」や

「中高生専用の児童館」といったこれまでの児童館に

無いような特色を持たせた児童館を作るということ

です。 

「外遊びやアウトドアに特化した児童館」は、木々に

囲まれた環境で泥だらけになって、子どもたちがの

びのびと遊べるような児童館を目指しています。そ

の中で、火起こし体験やキャンプ道具の使用なども

出来るようにして、親子でも楽しめるような体験を提

供します。 

 

「中高生専用の児童館」は、思春期で多感な中高生

が年少世代に気兼ねすることなく利用でき、ダンス

やバンド活動などの多岐に渡る幅広い需

要に応えられ中高生が魅力に感じる事業

を展開する児童館を目指します。また、社

会への入口のひとつとなるよう、中高生

世代に児童館の運営に積極的に関与して

もらいたいと考えています。 

 

 

ただし、誰もが気軽に集えるという児

童館の基本となる部分は守り続けてい

き、異年齢や異なる所属（学校）の子どもたちが一緒に活動出来るといった他のどの施設に

もない児童館ならではの良さをなくさないようにしなくてはならないと考えています。 
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6．おわりに 

『私には、苦しい時に頼れる「第二の家」があります。そこは、いつも明るく私をむかえてく

れて、いやしてくれます。 私にとって第二の家は児童館です。小さい時から今までずーっと

お世話になっています。皆さんも苦しい時は一人でかかえこまず、誰かに相談できることを

願っています』 

これは、幼児の頃からずっと継続的に児童館を利用してきた高校生が「児童虐待防止啓

発推進月間」の展示用に書いてくれたメッセージです。 

中高生の居場所づくりの際によく「サードプレイス」という言葉が出てきますが、「家庭で

も学校でもない場所」ということなのでしょう。「第二の家」というのはそれよりも更に身近

なかけがえのない存在として捉えてもらえている証だと受け止めており、とても嬉しく、あ

りがたい言葉だと思っています。 

これからの多摩市の児童館は、機能や役割は変わっても、子どもたちからこのようなこと

を言ってもらえる、このように感じてもらえる児童館であり続けたいと考えています。 
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１ 多摩市立児童館条例 

 

昭和48年３月30日条例第17号 

多摩市立児童館条例 

（設置） 

第１条 児童の健全な育成を図るため、児童福祉法（昭和22年法律第164号）第35条第３項の

規定により、多摩市立児童館（以下「児童館」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 児童館の名称及び位置は、別表のとおりとする。 

（職員） 

第３条 児童館に館長、児童厚生員その他必要な職員を置く。 

（使用及び使用料） 

第４条 児童館は、一般の児童に公開する。ただし、市長が特に必要と認めるときは、この

限りでない。 

２ 児童館の使用料は、無料とする。 

（休館日） 

第５条 児童館の休館日は、次のとおりとする。ただし、市長が特に必要と認めるときはこ

れを変更することができる。 

(１) 日曜日（別表日曜開館日の欄に規定する日を除く。） 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月29日から翌年の１月３日まで 

２ 前項に規定する日のほか、多摩市立桜ケ丘児童館にあっては毎月第１及び第３月曜日を、

多摩市立唐木田児童館にあっては毎月第２及び第４月曜日を休館日とする。 

（開館時間） 

第６条 児童館の開館時間は、別表のとおりとする。ただし、市長が特に必要と認めるとき

は、開館時間を変更することができる。 

（委任） 

第７条 この条例の施行について必要な事項は、市長が別に定める。 

 

別表（第２条、第６条関係） 

名称 位置 日曜開館日 開館時間 

多摩市立一ノ宮児童館 多摩市一ノ宮一丁目18番地７ 第２及び第４日曜日 午前９時から 

午後７時まで 

多摩市立永山児童館 多摩市永山三丁目６番地 第２及び第４日曜日 午前９時から 

午後７時まで 

多摩市立愛宕児童館 多摩市愛宕一丁目65番地３  午前10時から 

午後６時まで 

多摩市立連光寺児童館 多摩市連光寺三丁目57番地１  午前９時から 

午後６時まで 
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多摩市立豊ケ丘児童館 多摩市豊ケ丘五丁目６番地  午前10時から 

午後６時まで 

多摩市立東寺方児童館 多摩市東寺方626番地７  午前10時から 

午後６時まで 

多摩市立諏訪児童館 多摩市諏訪二丁目８番地  午前９時から 

午後６時まで 

多摩市立桜ケ丘児童館 多摩市桜ケ丘一丁目17番地７  午前10時から 

午後６時まで 

多摩市立落合児童館 多摩市落合六丁目５番地  午前９時から 

午後６時まで 

多摩市立唐木田児童館 多摩市鶴牧六丁目14番地 第１、第２、第３及

び第４日曜日 

午前９時から 

午後７時まで 

備考 

１ 日曜開館日の開館時間は、午前10時から午後５時までとする。 

２ 多摩市立愛宕児童館、多摩市立豊ケ丘児童館、多摩市立東寺方児童館及び多摩市立

桜ケ丘児童館における土曜日又は多摩市公立学校の管理運営に関する規則（昭和37年

多摩市教育委員会規則第１号）第４条第１項第１号から第３号までに規定する学校の

休業日に当たる日の開館時間は、午前９時30分から午後６時までとする。 
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２ 施設の概要 

 

(１) 開館日及び開館時間、休館日 

児童館名 開館日 開館時間 休館日 

愛宕児童館 

豊ヶ丘児童館 

東寺方児童館 

月曜日～土曜日 

午前１０時～午後６時 

ただし土曜日、三期休業日は、 

午前９時３０分～午後６時 

日曜日、祝日 

年末年始 

桜ヶ丘児童館 月曜日～土曜日 

午前１０時～午後６時 

ただし土曜日、三期休業日は、 

午前９時３０分～午後６時 

第１・第３月曜日 

日曜日、祝日 

年末年始 

連光寺児童館 

諏訪児童館 

落合児童館 

月曜日～土曜日 午前９時～午後６時 
日曜日、祝日 

年末年始 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

月曜日～土曜日

第２･４日曜日 

午前９時～午後７時 

ただし乳幼児や小学生は午後６時まで 

日曜日は、午前１０時～午後５時 

第 1・3・5 日曜日 

祝日、年末年始 

 

唐木田児童館 

 

月曜日～土曜日

第１～４日曜日 

午前９時～午後７時 

ただし乳幼児や小学生は午後６時まで 

日曜日は、午前１０時～午後５時 

第２・４月曜日 

第５日曜日 

祝日、年末年始 

※一ノ宮・永山・唐木田児童館は、「中高生重点対応館」のため、午後７時まで開館して

います。また、一ノ宮・永山・唐木田児童館は、日曜開館を行っています。 

 

(２) 各施設規模（単位：㎡） 

※1 永山児童館の集会室は子育てひろばを併設しています。 

※2 諏訪児童館と桜ヶ丘児童館は、遊戯室に子育てひろばが併設されています。 

 

  項 目  

名 称 
敷地面積 延床面積 

部 屋 別 面 積 

遊戯室 集会室 図書室 子育てひろば 事務室 その他 

一ノ宮児童館     992      451  77   25  9  88  26  226 

永 山 児 童 館 997 363 79  54※1  32 ※１  20  178 

愛 宕 児 童 館 4,477     415  112  29   29   －   29  216 

連光寺児童館 1,430 286     90   24  27 79   24  42 

豊ヶ丘児童館 2,919     458  109  44   29 －  30 246 

東寺方児童館 1,752     522  96   33   20  －   39  334 

諏 訪 児 童 館 1,000     340  98※2   41  11 ※2   28  162 

桜ヶ丘児童館 3,000 296 99※2 －   34  ※2   49 114 

落 合 児 童 館 2,531  381  86  23   77  81   46  68 

唐木田児童館 2,659 613 112  28  23 58 44 348 
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(３) 各児童館の特徴 

 

①一ノ宮児童館（愛称：けやきっず）    昭和４８年（1973）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇 利用者支援事業 〇 

中高生重点対応館 〇 日曜開館 〇 

利用登録（幼児） 658人 利用登録（小中高） 705人 

特徴 1)多摩市最初の児童館ということもあり、地域では親世代からなじ

みがあること。乳幼児から中高生まで幅広い層の利用があり、来館

者数は多摩市内で最も多いこと。 

2)周辺の子育て関連施設、健康センターとの連携が強いこと。商店

会等との連携も良好。 

課題 1)利用者数に対して、また中高生対応館としては建物が狭く、設備・

備品が整っていないこと。 

2)壁面の剥がれが目立つ等、施設と設備の老朽化が進んでいるこ

と。 

3)２階の子育て広場に階段でしか行けない、同広場に授乳室・相談

室がないこと、ベビーカー置き場が不足しているといった快適な利

用につながる構造になっていないこと 

4)中高生対応館として運営するための機能、スタッフの不足 

大規模改修 平成２年度 改修工事（耐震性能確認） 

 

 

 

 

②永山児童館（愛称：とも～る）      昭和４９年（1974）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇 利用者支援事業 〇 

中高生重点対応館 〇 日曜開館 〇 

利用登録（幼児） 417人 利用登録（小中高） 497人 

特徴 1)多摩永山中学校と近接しているため、児童館を利用する中学生も

多く、永山高校の生徒も通学途中に顔を出すため、中高生の利用

者は比較的多いこと。 

2)永山駅から徒歩8分と近いため、市外からの利用者も比較的多い

こと。 

課題 1)敷地面積が狭く、園庭もほとんどないこと。 

2)児童館の床面積も狭く、玄関スペースを活用する等工夫している

が、利用者が過ごせるスペースが狭いこと。 

大規模改修 平成４年度 改修工事 
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③愛宕児童館（愛称：あいらんど）      昭和５０年（1975）運営開始 

地域子育て支援拠点事業  利用者支援事業  

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） 309人 利用登録（小中高） ５３８人 

特徴 1)市内児童館で最も広い4,477㎡の敷地を持つこと。 

2)青少協や地域ボランティアなど拠点を持たない団体の活動場所と

しても機能していること。 

課題 1)施設の老朽化により隙間風、シミなど古さが目立つ。コンクリート

などの亀裂部が増え、一部補修では追い付かない状態。 

2)所在地が愛和小学校に至近のため、小学生利用の殆どが愛和小

の児童。エリア内の第三小学校の利用は極端に少ないため移動児

童館等での対応が必須。 

大規模改修 平成9年度 改修工事（塗装工事・給排水設備工事・屋根及び防水工

事） 

 

 

 

 

 

④連光寺児童館（愛称：コスモ）      昭和５３年（1978）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇 利用者支援事業 〇 

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） ３４９人 利用登録（小中高） ４３４人 

特徴 1)令和4年9月より、コミュニティ会館との複合館としてリニューア

ル。 

2)既存地域にあり、連光寺地域での地元意識は高いこと。 

課題 1)所在地が連光寺小学校に至近のため、小学生利用の殆どが連光寺

小の児童。エリア内の聖ヶ丘小学校の利用は極端に少ないため移

動児童館等での対応が必須。 

大規模改修 令和３、４年度大規模改修実施 
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⑤豊ヶ丘児童館（愛称：のびのびハウス）   昭和５４年（1979）運営開始 

地域子育て支援拠点事業  利用者支援事業  

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） ３１４人 利用登録（小中高） ６６９人 

特徴 1)地域内の子どもたちは減少傾向。 

2)福祉館、図書館、地区市民ホールとの複合館で、地域の世代間交

流の場となっていること。 

課題 1)施設及び設備の老朽化が著しく、2台のエアコンやサンルーフなど

使用できない機器、設備も順次発生していること。 

2)地域内の子どもたちは減少しているにも関わらず、個別に対応し

なければ解決、緩和できないケースはむしろ増えていること。子ど

もたちの状況に合わせて学校と情報を共有し、子ども家庭支援セ

ンター等の関係機関と連携しながら対応する必要があるケースが

多いこと。 

大規模改修  

 

 

 

 

 

⑥東寺方児童館（愛称：ビーボ）      昭和５６年（1981）運営開始 

地域子育て支援拠点事業  利用者支援事業  

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） ３３２人 利用登録（小中高） ５３１人 

特徴 1)図書館、老人福祉館、地区市民ホールと共に複合施設として設立。

「東寺方秋まつり」に代表されるような共催行事があり東寺方地区

の世代間交流の場として機能していること。 

2)公園に隣接しており運動遊びもできること。 

課題 1)開館時間の違う施設と入り口が同じであるが児童館部分のみを区

切る仕組みがないため防犯上の懸念があること。 

2)隣接している公園や住宅地でのトラブルであっても子どもや地域

に関わることのため児童館が対応している状況があること。 

大規模改修  
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⑦諏訪児童館（愛称：ヴィヴァーチェ）    昭和５７年（1982）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇 利用者支援事業 〇 

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） ４４３人 利用登録（小中高） ７９８人 

特徴 1)平成２８年に「地域子育て支援拠点施設（一般型）」としての事業を

開始。諏訪２丁目住宅（現ブリリア多摩ニュータウン）の建て替えに

伴って子育て世代が増加し、利用者が大幅に増えたこと。 

2)永山駅から遊歩道で徒歩１０分、ブリリア多摩ニュータウン、都営

諏訪団地に囲まれた立地に位置し、利用登録者数は市内で３番目

に多いこと。製作や音楽体験など表現活動が活発。 

課題 1)利用者数に対して児童館の居室可能な施設面積が狭いこと。０歳

から小・中学生まで異年齢が混在することから安全管理のため配

慮と制限が必要。 

2)一時的な対策として廊下など共有スペースも活用しているが、本

来の居室、活動場所として適切ではないこと。 

大規模改修 平成２４年度 改修工事（バリアフリー、排水・電気設備等） 

 

 

 

 

 

⑧桜ヶ丘児童館（愛称：ゆう桜ヶ丘） 平成３年（1991）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇（連携型） 利用者支援事業  

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） ４０９人 利用登録（小中高） ４１８人 

特徴 1)コミセン併設、落ち着いた雰囲気の児童館。 

2)コミセン運営協議会との連携強く、共催行事、季節ごとの室内装

飾を行い、地域に定着していること。 

課題 1)平成３０年度より、一ノ宮児童館長が桜ヶ丘児童館長を兼任、日常

の運営において、現場の職員との連絡調整、意思決定に時間がか

かる等の支障がある。従来より地域、運協とのコミュニケーション

が希薄となり、顔の見える関係を築きにくい。統一した意思決定に

も時間を要する。一部館長の業務を担当が負担していること。 

2)エリアが３学区にまたがっているため、学校・青少協とのつながり

が弱いこと。 

大規模改修 令和７、８年度大規模改修予定 
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⑨落合児童館（愛称：トムハウス）       平成４年（1992）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇 利用者支援事業 〇 

中高生重点対応館  日曜開館  

利用登録（幼児） ４２０人 利用登録（小中高） ５８９人 

特徴 1)西落合地区委員会との関係が強いこと。毎年夏休みには、西落合

地区委員会に児童館、学童クラブや近隣幼稚園、小中のPTAや少

年スポーツ団体で実行委員会を立ち上げ、「西落合こども夏まつ

り」を実施していること。 

2)コミュニティセンターの利用団体と、夏休みに共催行事を行ってい

ること。 

課題 1)所在地が西落合小学校に至近のため、小学生利用の殆どが西落合

小の児童。東落合小学校の利用は極端に少ないため移動児童館等

での対応が必須。 

施設改修 令和３、４年度大規模改修実施 

 

 

 

 

 

⑩唐木田児童館（愛称：―   ）     平成２３年（2011）運営開始 

地域子育て支援拠点事業 〇 利用者支援事業 〇 

中高生重点対応館 〇 日曜開館 〇 

利用登録（幼児） ７０２人 利用登録（小中高） ９９７人 

特徴 1)多摩市で唯一の児童センター。体力増進指導が出来る広さの遊戯

室にバスケットゴールがあり、乳幼児から中高生まで幅広い年齢層

の利用があること。 

2)市外の住民や市内の広範囲からの利用も多いこと。 

課題 1)専用スペースが縦長で目が届きにくい場所があること。 

2)児童館での話し声や物音が建物全体に響き渡ること。 

大規模改修 大規模改修無し 

 

 

 

※以上各館の利用登録者数は、令和５年度実績 
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３．１８歳未満人口と児童館の利用状況 

 

(１) 多摩市の１８歳未満人口の推移（単位：人） 

  平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

乳児(0,1) 1,892 1,788 1,688 1,538 1,460 

幼児(2～5) 4,552 4,403 4,144 3,975 3,805 

小学生（6～11) 7,311 7,282 7,194 6,947 6,867 

中学生(12～14) 3,604 3,692 3,805 3,838 3,792 

高校生(15～17) 3,703 3,666 3,627 3,658 3,731 

対象者計 21,062 20,831 20,458 19,956 19,655 

 

 

(２) 令和５年度の児童館別、年代別利用状況 

児童館名 開館日数 幼 児 小学生 中・高生 大 人 合 計 

一ノ宮児童館 318  日 8,996  人 12,425  人 2,008  人 9,962  人 33,391  人 

永山児童館 317   5,221   9,800   2,360   6,292   23,673   

愛宕児童館 293   3,283   12,147   1,370   4,225   21,025   

連光寺児童館 293   3,633   9,261   609   3,907   17,410   

豊ヶ丘児童館 293   2,400   11,580   2,105   4,454   20,539   

東寺方児童館 294   2,096   8,618   704   3,416   14,834   

諏訪児童館 293   4,302   14,729   1,029   5,117   25,177   

桜ヶ丘児童館 272   4,737   6,747   426   6,360   18,270   

落合児童館 293   4,067   7,216   1,256   4,539   17,078   

唐木田児童館 321   5,913   13,442   1,955   9,371   30,681   

合 計 2,987  44,648  105,965  13,822  57,643  222,078  
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(３) 令和５年度 児童館別登録者数 

児童館名 幼 児 小学生 中・高生 合 計 

一ノ宮児童館 658 人 482 人 223 人 1,363 人 

永山児童館 417 人 352 人 145 人 914 人 

愛宕児童館 309 人 399 人 139 人 847 人 

連光寺児童館 349 人 350 人 84 人 783 人 

豊ヶ丘児童館 314 人 489 人 180 人 983 人 

東寺方児童館 332 人 449 人 82 人 863 人 

諏訪児童館 443 人 652 人 146 人 1,241 人 

桜ヶ丘児童館 409 人 365 人 53 人 827 人 

落合児童館 420 人 457 人 132 人 1,009 人 

唐木田児童館 702 人 730 人 267 人 1,699 人 

児童館登録者合計 4,353 人 4,725 人 1,451 人 10,529 人 

多摩市年齢別人口 5,265 人 6,867 人 7,523 人 19,655 人 

登録者割合 82.68% 
 

68.81% 
 

19.29% 
 

53.57% 
 

※表には、市外からの利用、保護者の利用の実人数を含みません 

※多摩市年齢別人口は令和５年４月１日現在 

※幼児：0～5歳 小学生：6～11歳 中･高生：12～17歳 
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４ 児童館５０周年記念展示アンケート 

 

(１) 聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター（令和５年６月１７日～３０日） 

№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

1 関戸 一ノ宮児童館 もう少し近くにあるとうれしい 

2 貝取 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

愛宕児童館 

連光寺児童館 

豊ヶ丘児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

どれも５０年の歴史が分かり易く、力作で見ていても

楽しかったです。昔は自由に色々な事ができていたん

だな、っとうらやましくなりました。これからもベビ

ー親子や子どもたちのために頑張ってください。 

3 諏訪 諏訪児童館 いつも楽しく、遊んでます♡ 

4 愛宕 

一ノ宮児童館 

愛宕児童館 

東寺方児童館 

諏訪児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

マップ（児童館）が前回よりもすっきりしていて、見

やすかったです。 

5 愛宕 愛宕児童館 
子ども達が小さい頃、お世話になりました。楽しくキ

ャンプや餅つきに参加しました。 

6 府中市  わからないです。 

7 府中市 永山児童館 すごく楽しくて、やさしかった。 

8 諏訪 

永山児童館 

諏訪児童館 

桜ヶ丘児童館 

児童館の歴史や取り組みについて、写真がたっぷりで

楽しい展示でした。これからも、子どもたちや親子が

安心して過ごせる場所でありますように。毎週日曜日

開いているとうれしいです。 

9 愛宕 

愛宕児童館 

東寺方児童館 

諏訪児童館 

桜ヶ丘児童館 

唐木田児童館 

愛宕児童館にお世話になり、今、大人になりボランテ

ィアとして児童館に行っています。これからも続いて

ほしいです。 

10 和田 愛宕児童館   

11 南野  

永山児童館 

諏訪児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

５０周年おめでとうございます、多摩の児童館と共に

大きく成長しました。キャンプは夏休みのイベントの

１つでした。これからの子どもたちといろいろな体験

をできる場所であって欲しいと願っております 

12 連光寺 
一ノ宮児童館 

愛宕児童館 

どこの児童館も楽しそうで行ってみたくなりました。

これからも楽しいイベント待っています。 
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№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

連光寺児童館 

13 豊ヶ丘 豊ヶ丘児童館 

もう５０年たつのですね、すごーい！親子で利用の人

もたくさんいて、子ども達は市外に出てしまいました

が、たまに懐かしんでいます。 

14 和田 
一ノ宮児童館 

東寺方児童館 

スタッフの方が親身でいつも助かっています、ありが

とうございます。 

15 関戸 

連光寺児童館 

東寺方児童館 

桜ヶ丘児童館 

たのしいところ 

16 市外  すごく歴史があるのですね 

17 市外  
地図と写真でとてもわかりやすかったです。かざりも

カラフルでかわいいです。 

18 市外 諏訪児童館 写真がたくさんあって、見ごたえがありました。 

19 市外  

１つ１つの児童館の良さを最大限引き出したパネルと

共に、これまで行われてきた行事、市内や世間の出来

事を見やすくまとめらていて、つい見入ってしまいま

した。もともと児童館が好きだったので、他市から見

に来たのですが、多摩市自体が好きになりました。こ

れだけのクオリティの児童館施策は全国的にもめずら

しいし、これからもますます必要になってくると思う

ので、ぜひ今後も残してほしいと思います。 

 

(２) グリナード永山（令和５年１１月２３日～１２月１０日） 

№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

1 永山 永山児童館 

児童館の行事に沢山、参加させていただきました。と

ても楽しかったです。（そんな子供たちももう高校

生！） 

永山地区は小学校の目の前に児童館があることがとて

もありがたかったです。安心ですし、親もちょっとし

た相談ができました。これからも頑張って下さい！ 

2 諏訪 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

東寺方児童館 

連光寺児童館 

諏訪児童館 

唐木田児童館 

児童館５０周年、おめでとうございます。子どもが生

まれてから早７年になりますが、とーってもお世話に

なってます。これからも地域の子どもと親のいこいの

場であってほしいです。 
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№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

3 連光寺 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

愛宕児童館 

連光寺児童館 

東寺方児童館 

諏訪児童館 

唐木田児童館 

桜ヶ丘児童館 

落合児童館 

多摩市以外の児童館は利用した事ないですが、多摩市

の児童館は幼児に対しても色々なイベントがあってと

っても充実していると思います。児童館がなければ他

のママと知り合う事もなく１人での子育てになってい

たかもしれないので私の子育てには必要でした。今後

もイベントに参加させていただきます。 

4 豊ヶ丘 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

愛宕児童館 

連光寺児童館 

豊ヶ丘児童館 

東寺方児童館 

諏訪児童館 

桜ヶ丘児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

まるっと児童館行きました。(猫のイラストあり）ゴ

ールドカードになったニャ！ 

5 永山 
永山児童館 

唐木田児童館 

まるっと児童館楽しかったです。来年も楽しみです。

しょうぼう車にのれてうれしかった。 

6 永山 

永山児童館 

愛宕児童館 

桜ヶ丘児童館 

気が向いた時に気軽にいけるのがいい。イベントもっ

とやってくれたらうれしい 

7 桜ヶ丘 

愛宕児童館 

東寺方児童館 

桜ヶ丘児童館 

いつも楽しく遊ばせてもらっています。親子そろって

児童館にお世話になりました。これからもずーーーー

っと続いてほしいです！！ 

8    

障がいをもつ人も利用しやすく、メールなどでもイベ

ント参加申込みできればいいのになぁ…と前から少し

気になってました 
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№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

9 貝取 諏訪児童館 
小学生の頃、児童館の職員と色々遊んだ事を今でも鮮

明に覚えています。 

10 
諏訪・

永山 

永山児童館 

諏訪児童館 

桜ヶ丘児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

息子が大変お世話になりました。卓球やキャンプ、生

活力がつきましたが…年令を重ねると忘れてしまうよ

うです…いつまでも続いてほしいです。 

11 桜ヶ丘 

一ノ宮児童館 

愛宕児童館 

桜ヶ丘児童館 

唐木田児童館 

私の人生は児童館のおかげで豊かになっています。私

も子どもも大好きな場所です！ 

12 永山    

13 永山 
永山児童館 

唐木田児童館 

多摩は児童館が多くて助かっています。これからもよ

ろしくお願いします。 

14 諏訪 

永山児童館 

諏訪児童館 

唐木田児童館 

たのしかった。子どもの成長を一緒に見守って下さり

ありがとうございます。 

15 諏訪 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

諏訪児童館 

唐木田児童館 

いろいろなものがあっておもしろい 

16 永山 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

愛宕児童館 

連光寺児童館 

豊ヶ丘児童館 

東寺方児童館 

諏訪児童館 

桜ヶ丘児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

とてもいい 

17 諏訪 
永山児童館 

諏訪児童館 

息子が０才の頃から毎日のように遊びに行っていまし

た。プラレール大好きで、館長ともよく遊んでもらい

ました。当時のスタッフ皆さんによくしてもらって、

楽しかった思い出がいっぱいです。 

息子は今小学６年生で、来年はとうとう中学生です。

これからも、ずっと、子育てママの味方でいてくれる

場所でいてください。 
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(３) ココリア多摩センター（令和６年１月１２日～２月５日） 

№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

1 唐木田 唐木田児童館 

いつも愛用させていただいてます。講座が様々で仕事

よく休んでいます（笑）コロナ前の人気だった講座と

か復活お願いします。 

2 鶴牧 
唐木田児童館 

落合児童館 

おもちゃなどいろいろなあそび、道具があって楽しい

です。 

3 鶴牧 
唐木田児童館 

落合児童館 

いろいろな児童館のイベントを知れて、こんなのやっ

ていたんだと驚きました。 

4 鶴牧 唐木田児童館 
昔の児童館のようすや情報などが見れて良かったで

す。これからも児童館いっぱい行きます。 

5 落合 

落合児童館 

唐木田児童館 

永山児童館 

豊ヶ丘児童館 

いつもありがとうございます。児童館大好きです。  

6 落合 

落合児童館 

唐木田児童館 

豊ヶ丘児童館 

諏訪児童館 

東寺方児童館 

昔の児童館の様子が分かる写真の展示がおもしろかっ

たです。 

7 永山 

永山児童館 

諏訪児童館 

唐木田児童館 

赤ちゃんの頃から２カ月～７カ月頃までよく利用して

いました。５０年の歩みがみれて参考になりました。 

8 和田 
愛宕児童館 

東寺方児童館 

愛宕児童館は娘が赤ちゃんの頃からお世話になってい

ます。広々としたお部屋でのびのびと遊べるのは愛宕

児童館だけです。ずっと存続してほしい！！地域の子

どもたちの大切な居場所です。職員の方々も親切で大

好きです！！ 

9 和田 愛宕児童館 

愛宕児童館に娘がお世話になっています。これからも

愛宕地区で存続してほしいと思います。団地もあり子

どもも多く、いつも賑わっていて素敵だと思います。 

10 愛宕 
愛宕児童館 

唐木田児童館 
やさしく対応してくれる。 

11 豊ヶ丘 豊ヶ丘児童館 たいへんよかったです。ありがとうございました。 

12 聖ヶ丘 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

連光寺児童館 

いつもありがとうございます😊児童館サイコー！！ 
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№ 
お住い

の地区 

利用した事の

ある児童館 
感想 

13 市外  
たくさんの想いがすごく胸に響いた。是非、すべてを

叶えてあげていただきたい。 

14 市外  歴史を感じました。出来事の選び方がすばらしい。 

15 市外  

なつかしく拝見しました。職員の方も大変と思います

が、健康に気を付けて頑張って下さい。（平成時代の

元館長） 

16 市外  

多摩出身ですが、現在は八王子に住んでいます。土曜

日は夫が仕事なので多摩の実家によく帰ってきていま

す。多摩は八王子に比べてとても子どもや地域に対し

て熱心に取り組んでいて、素敵です。これおからも子

どもが楽しめるイベントなど楽しみにしています😊 

17 市外 

一ノ宮児童館 

永山児童館 

東寺方児童館 

落合児童館 

唐木田児童館 

まるっと児童館のイベントに参加しました。お金がか

からず楽しいことがいっぱいで、さすが児童館と思い

ました。音楽・工作・遊び、小さい子からお年寄りま

で障害のある人もない人も楽しめるすばらしいイベン

トでした。４時までいろんな工作をしていたことも嬉

しいことでした。どこも２～３時でおわりが多いけ

ど、子どもは昼食後にまたひと遊びしたいものです。

子どもも親もゆっくり楽しめた１日。多摩の児童館て

すごい！！会場が笑顔でいっぱいでした。ありがとう

ございました。 
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５ 本計画素案（令和６年６月７日決定）に対する利用者、住民への説明、意見

聴取経過 

日程 説明相手 場所 内容等 

６月２８日 東寺方自治会 

（８人参加） 

東寺方地区市民

ホール 

東寺方複合施設のあり方につ

いて、意見交換。 

７月１６日 子ども・子育て会議委員 

（１２人参加） 

市役所 第２回多摩市子ども・子育て会

議の中で、方針素案を説明。 

７月１９日 青少年問題協議会地区委員会

会長（１２人参加） 

市役所 第３回地区委員会会長会会議

の中で、方針素案を説明。 

７月２０日 多摩市民（３０人参加） 関戸公民館 「みんなで一緒に考えよう、公

共施設のミライ」意見交換会の

中で、児童館の今後のあり方

基本方針素案も説明し、意見

交換。 

７月２７日 多摩市民（２１人参加） 永山公民館 

７月３１日 東寺方小学校放課後学童クラ

ブ協力員（１人参加） 

東寺方児童館 方針素案に対する疑義につい

て、個別説明。 

９月８日 東寺方児童館利用者、保護者

（１人参加） 

東寺方児童館 方針素案を説明し、意見交換。 

９月１９日 東寺方小学校世話人の会（東

寺方小学校保護者） 

（３５人参加） 

東寺方小学校 東寺方小学校世話人の会の会

議の中で方針素案を説明し、

意見交換。 

９月２１日 豊ヶ丘児童館利用者、保護者 

（親子２５組から聞き取り） 

豊ヶ丘児童館 同日実施の児童館イベントへ

の来場者へ個別に声がけし、

方針素案ついての意見を聞き

取る。 

１０月５日 東寺方地区委員会 

（約４０人参加） 

東寺方小学校 それぞれの地区委員会の会議

の中で方針素案を説明し、意

見交換。 １０月５日 第二地区委員会 

（２５人参加） 

多摩第二小学校 

１０月６日 豊ヶ丘地区の住民 

（２１人参加） 

豊ヶ丘地区市民

ホール 

「複合施設に関する地域意見

交換会」の中で、児童館の今後

のあり方基本方針素案も説明

し、意見交換。 

１０月１２日 東寺方、和田地区の住民 

（３６人参加） 

東寺方地区市民

ホール 

１１月８日 多摩第二小学校保護者 

（２人参加） 

多摩第二小学校 方針素案を説明し、意見交換。 

１１月１０日 多摩市学童クラブ連絡協議会

（学童クラブ保護者） 

（２１人参加） 

永山公民館 多摩市学童クラブ連絡協議会

の会議の中で方針素案を説明

し、意見交換。 

１１月３０日 東寺方小学校保護者 

（１４人参加） 

東寺方小学校 方針素案を説明し、意見交換。 
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６ 本計画素案に対するパブリックコメントで寄せられた意見 

 

(１) 実施期間 

令和 6年 10月 8日（火）から令和 6年 11月 6日（木）まで 

 

（2） 提出者数 

36 人 （同時実施の「コミュニティ施設の今後のあり方に関する基本方針（素案）」パブリックコメ

ントにて児童館について意見した 5人を含む。） 

 

（３） 寄せられた意見 

寄せられた意見は以下のとおりです。（個人が特定される表現を除き、原文のとおり掲載していま

す。） 

特に東寺方児童館と愛宕児童館を統合して児童センターを設置していくに当たっては、これらの

意見を踏まえ、東寺方複合施設について、あらゆる世代の方が利用できるような施設にしていくよ

う検討していく中で、子どもの居場所となるような場も考えていきます。 

 

No. 意見 市の考え 

1 ・市の職員が在駐して、利用者とのコミュニケーションを

図ることが児童館の役割の一つと考えます。 

・ハード面（施設環境、清潔な遊具など）も丁寧にみて整

えて欲しいです。 

・東寺方と愛宕との合併は難しいと考えます 

愛宕の野外施設的な構想は支持できますが、東寺方が

その代わりに閉まる事は、別の問題であり、地域に根差

した昔より利用されてきた利便のよい子供のための居

場所をうばいかねない計画だと受け止めています。 

・更に地域利用者との話し合いは必要であり、早急に判

断しない計画を是非願います。 

今回の基本方針では、今の児童館が、地域のすべての

子どもにとって魅力ある場所になっているのか、行きた

い場所になっているのかを振り返り、その上で、子ども

の健全育成の観点からより多くの体験や学習の機会を

提供できるという、児童館のあるべき姿を実現してい

きたいと考えて、まとめました。 

人財や費用が限られた中ではあるものの、従前の運営

を踏襲するだけでは子どもに行きたいと思われる児童

館にはならないと考え、老朽化による施設更新を見直

しの機会と捉えて、素案のような方針を、利用者の声や

現場の児童館で働く職員を含めての総意として提案し

ています。 

また、需要の変化に対応した子どもの居場所として、学

校内での放課後子ども教室を週５日実施していくこと

なども、同時に検討を進めています。 

今後、東寺方地区複合施設内に、子どもが利用したくな

るような居場所をどのように作っていくか等、今後の意

見交換を含め、地域の利用者、保護者の方の話を聞き

ながら進めていく考えです。 

2 私は、2005 年に多摩市に住むようになり、息子が１歳

の時から児童館に大変お世話になりました。桜ケ丘と東

寺方の児童館どちらにも赤ちゃんひろばや幼児の集

子育てに不安な時期や暮らしの中で会話や相談をした

いと思う時に、寄り添える児童館として心の支えであっ

たと評価をいただき、ありがとうございます。 
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No. 意見 市の考え 

い、イベント等もたくさんあったのでよく参加させてい

ただきました。 

特に引っ越してきてしばらくは、知り合いもおらず不安

も多い時期だったので、児童館職員の方や、保護者の

方々に色々教えていただいたり、、お話しできたことは

私の心の支えでもありました。 

時代が変わり、児童館のあり方も変わらざるを得ない

ことは存じていますが、子どもと一緒に歩いて、または

自転車で通える範囲に児童館はあってほしいと願いま

す。今の段階では、愛宕にアウトドア特化館をと考えて

いらっしゃるようですが、東寺方にも乳幼児と保護者が

出入り自由な場を残してほしいです。 

家庭では出来ない、人とのつながりを感じ、みんなが一

緒に楽しめる場は、これからも大切だと考えています。 

★中高生専門館には賛成します。 

中学校一年生の娘が、体育祭のダンスの練習をする場

がないと言っていました。大勢が集まってダンスの練習

をする場がないと言っていました。大勢が集まって少し

ぐらいにぎやかでも注意されることのない広場が必要

ではないかと思います。 

児童館は時代の変化に対応し、利用者の受け入れ年齢

幅やサービスの充実によって開設当初には無かった

様々なところまで手を伸ばしてきました。その一方で、

規模を縮小したことや、できなくなったことも多くあり

ます。市内には多くの子育てに関する施設、団体があ

り、もっと身近に感じてもらうような変化を加えていく

ことで、これまで以上に頼れる場所を増やしていけると

考えてもいます。児童館も引き続き、子どもたちに寄り

添いながら、より多くの地域の施設等とつながること

で、児童館でしかできない子どもの育成にむけてさら

に力を注いでいけるようにしていきたいと考えていま

す。 

例えば、中高生には社会に出ていく前の大事な時期に、

この年代だから興味関心のあることができるような機

能を持たせ、社会につなげていくような支援ができる

職員のいる児童館を置くことで、中高生までを育成、支

援する児童館としての役割を果たしていきたいと考え

ています。 

3 ・コミュニティ施設の今後のあり方に関する基本方針

（素案）への意見 

1.多摩市の東寺方複合施設の見直し方針（多摩市方針

の確認内容） 

（１）老人福祉館及び地区市民ホールは、廃止し、コミュ

ニティ会館とする 

（２）児童館は、愛宕児童館に統合され、東寺方児童館は

移動型児童館となる。 

（３）図書館については、一切説明なし。「残る」とのみの

説明あり。 

 

2.東寺方複合施設利用者である地域住民の基本的考え

方 

（１）第一に、多摩市全体の人口推移や行政動向の見通

しをベースに、見直し方針が纏められているが、東寺方

複合施設利用者の地域特性を考慮した見直しが必要で

ある。 

多摩市人口の実態は、①多摩市全体は令和２年が総人

ご意見いただきありがとうございます。東寺方複合施

設に関する地域の皆様との意見交換については、コロ

ナ禍があったとはいえ、長らく中断してしまったことに

ついては大変申し訳なく思っております。本年 10 月に

対話を再開したところですが、より良い施設としていく

ため、皆様と意見交換をしながら検討したいと考えてい

ます。 

東寺方児童館のある地域である桜ヶ丘四丁目、和田、東

寺方（一丁目を除く）の年少人口（18歳未満の人口）は、

平成３０年４月１日に 2,343 人でしたが、令和６年４月

１日では 2,064 人と、わずか７年の間で、279 人も減

少しているのが事実です。一部の地域での限定的な人

口増加は見られるものの、市内全体では少子化が進行

しています。このような中にあって、児童館の今後のあ

り方基本方針（素案）においては、多摩市の中で他地域

からも遊びに行きたいと思ってもらえる児童センター

を創ることで、周辺地域はもちろん、市全域への子育て

支援の力を、更に充実して行きたい考えです。設置場所
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口のピーク、②東寺方複合施設利用者の周辺地域は現

在がピーク（今も新築住宅増加中）、③多摩市の②以外

地域計は平成２９年がピーク、となっている。＜別紙「多

摩市人口と東寺方複合施設利用者地域人口の地域特

性・比較対照表」参照＞（別紙①、②含む） 

⇒この実態を見ると、多摩市全体の人口推移等の傾向

をもって、一律に全地域に当てはめる見直し施策は、森

を見て木を見ない施策と言え、本当にその地域特性を

踏まえた事にならず「地域に密着した新たな街の魅力や

地域の価値の創造」を目指す「協創」の考え方に反する、

と考える。 

（２）コロナ前に地域住民を集めた意見交換の場が４回

実施されたが、基本的には積み上げた内容を基にした

見直し案であるべきだ。その前提を踏まえて今年６/２８

（金）に再開後の第１回打合せがあり、引き続き多摩市の

市民意見交換会（７/２０・７/２７の２回開催）が開催され

た。それを受けて東寺方複合施設に関する打合せとし

て、再開後数回の多摩市行政管理課等との打合せが行

われた。その内容は、地域住民個々の意見と質問に対す

る市側の回答形式となり、協力して建設的な見直し案に

繋がる話し合いとはなっていない、と考えている。 

（３）今後は、意見を聞くべき地域住民のうち、必ず意見

を聞いて貰いたい方は、以下の通り。 

１０月１２日（土）１３時からの地域住民との打合せも前記

（２）と同じような状況と言え、１１月１４日に基本方針の

決定をする、との多摩市の方針は拙速すぎると考える。 

今後とも、下記関係者を中心とした地域住民の声をシッ

カリ聴いて一緒にこの地域の特性を活かした地域コミ

ュニティの大切な拠点としての機能、役割を担える場所

としての整備が必要である。今後、更に関係する下記の

地域団体・住民の切実な声を見逃すことなく取り入れた

見直し案にしていくことを切に望みます。 

a.老人福祉館・地区市民ホール…利用者団体、存続の

会、自治会、若竹会など 

b.…学校関係者、児童及び保護者 など 

c…図書館 利用者、存続の会 など 

３．東寺方複合施設のハード面及びソフト面の考え方の

一体的な見直し 

については、子どもにとって自由に遊べる育成環境が

実現できる立地であるかで判断しました。住宅の多い

地域でアクセスが良いという利点があっても、このよう

な育成環境が実現しない立地では難しいと考えた上で

の提案となっています。 

なお、移動児童館だけでなく、今後の東寺方複合施設内

に子どもが利用したくなるような居場所をどのように

つくっていくか等、これからの意見交換を含め、地域の

利用者、保護者のお話を聞きながら、子どもも利用しや

すい施設づくりを進めていきたいと考えています。 

 

コミュニティ施設に関しては、本パブリックコメントと同

時期に行いました「コミュニティ施設の今後のあり方に

関する基本方針（素案）」パブリックコメントの回答内に

てお答えします。 



 

42 

No. 意見 市の考え 

東寺方・落川を中心としたこの地域は、聖蹟桜ヶ丘駅、

多摩センター駅、永山駅の多摩市内３駅を別にすると、

多摩市内の中でも地域コミュニティの基盤が整ってい

る地域である。地域住民は、商業施設、総合体育館、保

育園、自治会館（集会所）、消防団詰め所（第６分団）など

の生活基盤となる重要施設が整い、うまく連携して繋

がりを持つ、モデル的な地域と考えている。 

 また、もう１つ重要な生活導線を考えると、この地域全

体を通して言えることは、地域住民は誰もが聖蹟桜ヶ丘

駅方面へ向かう動きが基本となっている。和田のカル

ガモ館や愛宕方面への行動は必要がある場合に限られ

ており、幼児がないとほとんど向かわないのが現状で

ある。 

従って、以下のような今考えられている東寺方複合施

設の続見直しに関しては、上記の現状を無視しては考え

られない。 

（１）大規模改修（耐震化、停電時のエレヴェーター、等問

題のクリアー） 

（２）建て直し（新築）：何階建てにするかにより複合施設

の内容（機能）が変わる 

（３）他の施設との統合方式の建て直し⇒下記の諸施設

の連携・統合を検討！ 

複合施設、自治会館、第六分団（詰所）、西武地域包括支

援センター等の統合施設 

４．東寺方複合施設の機能に盛り込んでほしい機能、運

営体制、等について 

（１）高齢者の利用が中心の「老人福祉館と市民ホール」

を廃止し、多世代共生型の「コミュニティ会館」をつくる

と言うが、ハード面・ソフト面の中身が出ていない現在、

具体的なイメージが見えてこない。 

⇒具体的内容は、これから地域住民の声を聞きながら

纏めて行く、ということか？ 

コミュニティ会館のあり方・機能がこれまでの老人福祉

館等の機能を持つという事か？ 

 

（２）子供の利用する児童館を廃止し、「移動児童館」に

すると言うが、前記した２－①の別紙、人口推移表をみ

ると、統合する愛宕児童館が人口減少しているのに比
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較し、東寺方複合施設利用地域の人口は現在も増加し

ている状況にあり、実態から言えば常設児童館と移動

児童館が逆ではないかと、と思うが如何ですか？ 

⇒愛宕児童館を「アウトドア特化館」と位置付けており、

考え方は立派だが人が集まらないと意味がない。人口

も増加傾向にあり、今後も増える見込みの東寺方地域

を常設にして、愛宕を移動児童館とする方が正当な考

え方ではないか？ 

 

（３）図書館については一切説明がないが、統廃合・見直

しは無く、現状の機能・体制が維持されるという理解で

良いのか？ 

（４）見直し後のコミュニティ会館（？）の運営に関する主

な要望（必須事項）【重要】 

①現行の職員常駐体制の確保、そして地域拠点として

コンシェルジュ機能の維持 

あくまでも地域の拠点の役割を維持する必要があり、

全世代共生型コミュニティを目指す考えは理解するが、

現在の地域の高齢者等が、気楽に話出来、様々な相談

に乗り、まさしく市の方針にある地域協創の実現を目指

して行政サービス向上につなげることになると考える。

また、コミュニティ会館（名称変更？）となった後の図書

館機能及び児童館機能についても、同様の対応ができ

る職員の配置は必須である。特に高齢者に加え、未就学

児や小学生等の子ども居場所の確保は何よりも重要で

ある。現状は、配置された職員が積極的に、前向きに対

応いただいており、今の質を落とさない職員配置が必

須である。 

 また今後は、コンシェルジュ機能の維持を図り、十分に

能力発揮しうる人材の育成が重要と考える。 

②東寺方コミュニティ会館の大改修、建替え等の整備方

針に係る要望 

東寺方複合館は、昭和５６年建設で４３年経過しており、

いろいろ不具合は出てきているが、出入り業者の話し

聞くと、まだ手入れや修復を行えばしばらくは機能維持

しながら十分使用可能だ、というように聞いている。空

調設備や停電時のエレベーターの機能維持（蓄電池等で

３日くらい稼働可能）などの対応をしながら、見直し検
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討時間を確保して十分な検討をすべきと考える。そして

当該地域の拠点となるコミュニティ会館（仮称？）の運

営体制をできれば少しでも多く時間を掛けより良い形

態を模索し、そのための費用（予算）や運営体制を考え

るのが望ましい。 

 

また、東寺方複合館を建替えを検討する場合には、東寺

方複合館（老人福祉館・市民ホール、図書館、児童館）

は、周辺に東寺方自治会館、多摩市消防団第六分団（詰

所）があり、連携が必要で日頃より交流が頻繁にある西

部地域包括支援センターも近隣にある。また、先日の台

風１０号の際にも心配された西部地域包括支援センター

の所在地は、浸水深１ｍ以上３ｍ未満の想定地域にあ

る。できれば、西部地域包括支援センターも含め、地域

の安全安心のため連携・協力が必要な関係機関を近く

に集めた方がベターであり、地域の安全安心のための

体制強化につながると考える。これこそ地域協創に繋が

るものである。 

③福祉的避難所の位置づけに沿ったコミュニティ会館

としての要望 

今、東寺方複合館は福祉的避難所の位置づけにある。

高齢者中心ではあるが、お風呂、シャワー設備等を持

ち、大勢の方が毎日利用している。そして、万一の災害

時の福祉要件を満たした方の避難所であり、その際に

は、安全で、清潔な環境を維持することが重要で、お風

呂とシャワー、特にシャワーはぜひとも必要である。そ

のためには、要介護状態の方にとって排便・排尿等の重

要性を理解し、清潔な環境の整備と支援可能な専門的

ノウハウを所有する方の手配が可能な体制を整える必

要がある。現在、防災安全課にて福祉的避難所の備蓄

品の検討を老人福祉館とともに進めているが、地域の

安全安心のための基盤整備として早急に対応いただき

たい。 

前記したコンシェルジュ機能、及び福祉的避難所として

の機能は是非とも整備してもらいたい。地域の基盤拠

点としては必須のものと考える。 

以上 

4 子どもでも歩いて行ける場所 児童館の役割をご理解いただき、ありがとうございま
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異年齢の子ども集団 

異年齢大人の存在 

は大切にしたいことです。 

一館ごとの体制をのぞみます 

 

近りんの子育て世代の親は関心があり 

どうなるのかと不安に思っています 

す。 

素案を決定するまでの間、方針の内容をゼロベースか

ら議論してきました。その過程では、現在ある 10 館の

全児童館を存続させていくことや、通いやすい場所に

児童館の無い地域へも設置していく案も検討しました。

しかし年少人口が減少し、児童館全体の利用者数もこれ

までの人数を維持していくことが見込まれない中、限ら

れた人的・物的資源を活かしながら、児童館が地域に存

在しているというだけでなく、行きたいと魅力のある運

営をしていくためには、素案にあるような児童館に再構

築していくことが必要だという考えに至りました。 

児童館の場所が離れてしまっても、更新する施設の中

に子どもの居場所を確保したり、小学校内での放課後

子ども教室を充実させたりするなど、異年齢の子ども

が集い、親や教師とは異なる大人と接することのでき

る居場所を、子どもが歩いて行ける範囲に作っていき

たいと考えています。 

5 東寺方の複合施設内にある児童館が、愛宕地区へ移動

する件に関して、 

東寺方地区では、自治会等を中心に、通学時の交通整

理や、防犯パトロールなどの地域で子供たちを見守る 

ソフトの面の仕組みがあります。建物だけ移動するだけ

の視野だけでなく、東寺方地域にあるソフトの人間関係 

地域力を考慮して移動を進めてください。 

東寺方児童館においては、これまで自治会や青少協な

ど地域の様々な方や団体と連携し、ご協力をいただき

ながら運営を行ってきました。 

新たな児童センターにおいても、東寺方児童館で培った

地域との関係性を承継しながら児童館運営を行ってい

きたいと考えています。 

また、更新する施設の中での子どもたちの見守りや放

課後子ども教室の運営にも、引き続き地域の皆様のご

協力をいただきたいと考えています。 

6 一ノ宮児童館にお世話になりながら子育てしてきた者

です。 

 

東寺方児童館が無くなることに、心から多摩市の子育

て環境への不安を感じます。 

 

乳幼児期、大人と話せる日が全然無い！なんて日が続

く事がよくありました。子供はかわいいですが、やはり

ずっと子供だけ相手をしていると煮詰まってイライラし

たり悲しくなったり、メンタル面がとても不健康になっ

たものです。 

 

子育てが大変な時期に児童館が頼れる場であったとの

評価をいただき、ありがとうございます。 

「行きたいときにすぐに行ける場所」そして「安心でき

る、人間同士の関わり合いを絶えさせない場所。独りに

させない場所」を今後も地域に確保していくために、乳

幼児親子の居場所を保育施設でも担うとともに、小学

校内での放課後子ども教室を充実させていく考えで

す。 
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そんな時に、赤ちゃんをベビーカーや抱っこ紐で抱え

て、サッと通える距離に児童館があったので、子供を遊

ばせながら職員さんに話を聞いてもらえる時間が本当

に救いでした。 

 

児童館は立派で施設が素晴らしい所も魅力だと思いま

すが、やはり１番大切なのは『行きたい時にすぐ行ける

こと』だと思います。 

そして、話を聞いてくれる人が居ることだと思います。 

 

乳幼児のお母さん、１人でバス乗車は難しい小学生。車

移動を念頭において場所を考えないでください。徒歩

で行ける場所＝すぐに行ける居場所、だと思います。 

『移動の手段を考えず、サッと通える場所に児童館があ

る』 

それこそが、用意された居場所を利用したくなる原動力

ではないでしょうか？心が辛くて１人じゃ頑張れないっ

て思う日でも、児童館に行こうと思える原動力ではない

でしょうか？子供が遊びに行こうと思える距離に居場

所がなければ、『めんどくさい』が先立ってしまい、行か

なくなってしまいませんか？ 

 

東寺方児童館が徒歩圏内の方々が、愛宕児童館まで、

低学年の小学生がサッといけますか？赤ちゃんを抱っ

こしたり、ベビーカーに乗せたお母さんがいけますか？

雨の日が続く季節はどうですか？自転車でも行けませ

ん。 

 

自動車の無い家庭もあります。『車持っててあたりまえ』

と無意識に思った構想になっていないでしょうか？無

意識に『すごい施設を作りたい』という想いになってい

ないでしょうか？ 

 

『安心できる、人間同士の関わり合いを絶えさせない場

所。独りにさせない場所』の提供を、１番に考えていただ

きたいです。 

 

もう一度、ご検討願います。 
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7 愛宕児童館をアウトドアに特化した児童館にすることは

概ね賛成です。ただ、低学年の子供も親と一緒に行って

楽しめるように、駐車場を整備してほしいと思います。

小 1小2は子供だけでの自転車移動を小学校から禁止

されています。 

是非、世田谷のプレーパークに視察に行ってください。

区内にいくつかあるのですが、羽根木公園内にあるプ

レーパークが特に素晴らしい施設です。NPO 法人のせ

たがやプレーパークが運営しています。 

冬には焚火をしたり、大きな滑り台(登る階段が無いの

でよじ登って滑ります)があったり、木登りをしたり、大

工道具があったり…。時には怪我をしないか親が少し心

配になるような場所ですが、子供たちは適応し順応し、

泥だらけになって生き生きと遊んでいます。 

多摩にも是非そんな場所を作ってほしいです。 

 

東寺方児童館は閉鎖してもいいと思いますが、地域の

全員が利用できるような施設にしてほしいです。かるが

も館のように、学生が勉強できるスペースがあればい

いなと思います。図書館も古いので、綺麗になると嬉し

いです。 

アウトドア特化館の趣旨をご理解いただき、ありがとう

ございます。 

いただいた具体的なご提案は、愛宕児童館を改修する

児童センターの施設内容を検討していく中で参考にさ

せていただき、魅力的な児童センターの実現を目指した

いと考えています。 

 

東寺方複合施設についても、子ども若者も含めあらゆ

る世代の方が利用できるような施設づくりを検討して

いきたいと考えています。 

8 （総合計画など上位計画との関連性の説明追加） 

・「児童館の今後のあり方基本方針（素案）」（以下、基本

方針）には児童館の今後のあり方を示す根拠が、冒頭の

「平成１５年「児童館・学童クラブ運営検討委員会」決定」

であるかのように表現されている。児童館は子ども・子

育て支援あるいは広義の教育施設であると同時にも公

共施設でもあり、またコミュニティエリア内のさまざま

な市民を支えるサービス拠点である。こうした観点か

ら、児童館は国のどんな施策を具体化するために存在

するのか、とか、基礎自治体として、特に多摩市第六次

総合計画の施策をどのように具体化するために、児童

館の今後のあり方を示す必要があるかなど、上位計画

との関連性や、それをどう具体化するための基本方針

なのかを、きちんと整理して記載し、利用者の理解を促

進すべきである。 

・この際、例えば総合計画の「政策 A:子どもの成長をみ

んなで支え、ともに生きるまちの実現＞施策3 子育て・

（総合計画など上位計画との関連性の説明追加） 

基本方針 3 ページ冒頭に記載の《多摩市立児童館運営

の理念》は、児童福祉法に基づく児童厚生施設である児

童館を多摩市が運営していくに当たっての普遍的な理

念を記しています。 

基本方針を策定する根拠として、同じ 3 ページの下方

にて多摩市第六次総合計画及び多摩市子ども・子育て・

若者プランを掲げ、それらとの関連性を記載しておりま

す。 

他の公共サービスとの連携については、各行政分野の

政策推進に、児童館も一定の役割を担っていくべきで

あると認識しています。児童館事業を具体的に計画・実

施していく際には、その視点も欠かさないようにしたい

と考えています。 
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子育ちを育む地域づくり」、あるいは関連施策も「多摩

市 子ども・子育て支援事業計画」だけを念頭に置くの

でなく、児童館の立地条件に応じ、例えば多世代共生と

か、社会教育、図書館サービスなど、他の公共サービス

との連携を視野に入れていることを明記すべきであ

る。 

・多摩市 子ども・子育て支援事業は、児童館だけで実現

できるものではなく、ライフステージに応じ、他の施策

と相まって推進する視点を明記してほしい。 

（コミュニティエリアの概念に基づく説明） 

・国（現在はこども家庭庁）の指針で「市町村は、「量の見

込み」・「確保方策」を設定する単位として、地域の実情

に応じて保護者や子どもが居宅より容易に異動するこ

とが可能な区域（「教育・保育提供区域」）を設定する」こ

ととなっている。 

・こうした観点から多摩市の場合、教育・保育提供区域

の考え方は、今回示された基本方針２－２児童館の現

状、３－６．5 年以内に目指す姿、において、「中学校区

で視る児童館の配置」との説明図に基づく記述になっ

ている。しかしながら多摩市第 5 次総合計画を踏まえ

た、第六次総合計画の趣旨に照らせば、コミュニティエ

リアごとの配置の適正化を図るべき。多世代共生はコミ

ュティ施設だけの問題ではないので、市の施策として統

一感と一貫性のある説明が求められる。 

（多摩市が提案する「これからの児童館」（将来像）の類

型をもとにしたエリア別のサービスの十分性検証） 

・基本方針３－５には将来像、３－６には「5 年以内に目

指す姿」としてロードマップが記載されている。この説

明はいかにも近視眼的に、当面の弥縫策を講じている

ように捉えかねない。 

・ロードマップを描く場合は、最終形（将来像）をもとに、

各エリア共通に提供されるべきサービスメニューと、類

型別の児童館の配置を明らかにし、それに至る中間的

な措置として、5 年後の姿を描くべきである。これでは

住民が、5 年後の姿の適切性を判断したり、将来像を共

通認識にして、今後の検討に進むことはできない。 

・また 5 年後の姿を描く際には、複合施設のあり方とワ

ンセットでの説明がないと、多世代共生の実現もおぼつ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（コミュニティエリアの概念に基づく説明） 

コミュニティエリアの考え方も参考にしながら、多摩市

全体の子育て支援施策を検討していくべきと考えてい

ます。 

しかし、これまでの児童館が担ってきた役割のひとつで

ある、地域における子どもの居場所は、放課後子ども教

室をはじめとする他のサービス形態と合わせて充実さ

せていくべきと考えております。児童館自体が担う役割

は今後、基本方針 13ページから 14ページにかけて記

載した①～④に重点を置いていきます。その中で児童

館の配置を考えると、コミュニティエリアとは必ずしも

一致しないと考えています。 

 

 

 

（多摩市が提案する「これからの児童館」（将来像）の類

型をもとにしたエリア別のサービスの十分性検証） 

この基本方針では、多摩市の児童館の現状と課題を踏

まえたあるべき姿として、まずは 4 種類の児童館像を

提言しています。（15ページ） 

これら 4 種類の児童館の具体的な配置について、今後

の人口動態などに合った施設数を見極めていくには、

なお年数を要すると考えます。そのため、具体的に対応

すべき課題が明らかになっている範囲で、まずは 5 年

以内に目指す姿を提示しているものです。 

また、各地域での子どもの居場所をはじめとする子育
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かなくなる。協創推進室と児童少年課、あるいは資産活

用担当がそれぞれ検討を進めるのでは（相互規定的で

あるため、詳細に描くことは困難であるにしても）基本

方針として、コミュニティエリア内のコミュニティ施設と

どう組み合わせて多世代共生を実現するか、検討して

いくことも明記すべきだと考える。市民との対話のなか

で、こうした考え方をきちんと理解いただいたうえで、

複眼的あるいは相互連関性を持たせながら、エリア内の

住民自身が自分事として、多世代共生や子ども・子育て

の実現方法を、市と一緒に考えていく枠組みを用意す

べきである。 

・なおコミュニティエリアについては、協創推進室が所管

する同時期実施の「コミュニティ施設の今後のあり方に

関する基本方針（素案）に関するパブリックコメント」で、

第六次多摩市総合計画との関係で再度考え方を整理す

べき旨指摘しているので、同室に照会して、併せて参照

されたい。 

（コミュニティエリア内の住民動線、生活圏を考慮した児

童館のあり方への配慮） 

・コミュニティエリアではさまざまな多世代共生を支え

る公共施設があるが、児童館もその重要な担い手の一

つである。一つの家族にとっては、図書館も老人福祉館

も、児童館と同様に生活圏の中で、日常生活のなかで利

便性を考慮して利用することはいうまでもない。 

・こうした観点から、今回の基本方針（素案）は、コミュニ

ティエリアを越えての移動など、住民動線、生活圏を必

ずしも考慮した提案になっていない。コミュニティ施設

については、コミュニエリアを前提としての基本計画の

提案になっているので、児童館について、この点をどう

考慮したのか、コミュニティ施設を所掌する協創推進室

とも十分協議して、基本方針にも盛り込むべきである。 

て支援のあり方については、児童館だけでなく、保育

所、幼稚園をはじめ放課後子ども教室など他のサービ

ス形態と合わせて総合的に検討すべきと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（コミュニティエリア内の住民動線、生活圏を考慮した児

童館のあり方への配慮） 

これまでの児童館が担ってきた役割のひとつである地

域における子どもの居場所は、放課後子ども教室をは

じめとする他のサービス形態と合わせて充実させてい

くべきと考えており、児童館自体が担う役割は、今後は

基本方針 13ページから 14ページにかけて記載した①

～④に重点を置いていきます。その中で児童館の配置

を考えると、コミュニティエリアとは必ずしも一致しない

と考えています。 

9 いつも児童館の職員さん、市役所職員さんには大変お

世話になっております。 

いつもありがとうございます。 

 

今回いろいろとお話は聞いておりますが、市の児童館

の数を減らさなければならないと思っていらっしゃる。

そして、移動児童館をメインにお考えなのかな？と思い

子育てが大変な時期に児童館が頼れる場であったとの

評価をいただき、ありがとうございます。 

市の児童館の数を減らすことが目的であったり、移動児

童館を主軸にしていこうという考えではありません。 

「児童館の今後のあり方基本方針素案」にも書かせてい

ただいたように、私たちは施設の見直しの機会を捉え

て、ただ残していくだけではなく、これからの 20 年、
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ます。 

しかしながら、利用者からすると放課後子ども教室を週

5 にするからといって施設自体なくしてしまったら学校

で嫌な思いをした日に行ける場所がない。となる子ど

もも出てくると思います。 

赤ちゃんとママは保育園でとなると、保育園はセキュリ

ティもしっかりしており、入口に入るとこからハードル

が上がります。 

気軽にふらっと立ち寄れる場所はなくしてはいけない

と思います。 

今と全く同じように運営しなくても良いと思います。で

もとにかく行ける場所は減らしてはならないと思いま

す。 

職員さんのご苦労はたくさんあると思いますが、その職

員さんたちに私は救われた一人です。 

孤独な子育て、パパが帰るまで子どもとしか話してな

い。 

あ、言葉を発してない。と思う日もたくさんあったし、そ

れを児童館で同じ子育てしてるママたちや職員さんと

話すことでどれだけ救われたか。 

そして赤ちゃんの時から通っているから小学校に入っ

て一人で通うようになったとき保護者は安心していっ

てらっしゃいと送り出せます。 

ふらっと行けるがとても重要です。 

 

たくさん考えてくださりこのような決断に至ったという

ことはわかっていますが、どうか子育てしているママ、

パパたちの切実な想いも汲んでください。 

 

国立の矢川スペースのような施設を作ってください。 

世代関係なく誰でも通えるそんな施設がとても理想的

だと感じます。 

駅の近くに中高生向けの施設というのもとても良いと

思いました。 

 

愛宕児童館にアウトドア特化館。素敵な話だとは思いま

すが、通う時にあの細いけど車通りやバイクや自転車の

多いあの道を通ることになると思います。 

30 年先の変化にも対応できる施設や運営のあり方を

考えて方針案を作成しました。子どもの人口や来館する

子どもが減少する中で、子どもが行きたくなるような魅

力の詰まった児童館に再生していくべきではないか、今

までと同じでいいのか、と考えたところから出発してい

ます。 

その中で、乳幼児や子育て中の保護者がふらっと行け

る場所を、どのように創出していくかの課題について

も、ご指摘の内容を踏まえて、保育施設での子育てひろ

ばや小学校内での放課後子ども教室も検討していきた

いと考えています。 

中高生専門館の場所については、今後この方針に沿っ

て計画を進めていく中で、より計画など具体化していく

際に再度、ご意見をいただきながら検討していく考えで

す。 

アウトドア特化館でもある児童センターの場所として愛

宕児童館を選んだのは、子どもにとって自由に遊べる

育成環境が実現できる立地であるかで判断しました。

住宅の多い地域でアクセスが良いという利点があって

も、このような育成環境が実現しない立地では難しいと

考えた上での提案となっています。ご指摘の、来館時の

安全性については、今の施設動線を現状にとらわれる

ことなく解決できるように、引き続き検討させていただ

きます。 

  



 

51 

No. 意見 市の考え 

正直心配です。 

動線も考えてほしいです。 

 

どうかみなさんのご意見を反映させたうえで再考し、み

んなが納得する形にしていただけたらと思います。 

10 多摩市は子育て世帯が転入してくるように、児童館や

公園の遊具やトイレの更新整備をお願いします。市内は

坂も多く、居住エリアが広いため、児童館が遠いと行き

づらいため、小規模でも良いので多数箇所あると良い

です。特に、東寺方児童館の場所が無くなり愛宕エリア

に移動するのは利用できる児童館が無くなるので困り

ます。多摩第二小だけでなく、東寺方小学区の子どもも

気軽に遊びに行けるように、施設の改修をお願いしま

す。親子が行きたくなるように、IKEA さんと提携する

など、企業と連携して人が集まる仕掛けをお願いしま

す。 

市外からも多摩市に転入したいと思うような魅力ある

児童館になるよう、財源も限られた中ですが、計画的な

改修を進めていきたいと考えています。 

この素案を検討する過程では、児童館の施設数を増や

す案も上がりましたが、児童人口も減少し、人的・物的

資源が限られる中で魅力ある児童館のあり方を検討し

た結果、素案にあるような児童館配置に再構築していく

ことが必要だという考えに至りました。 

児童館の場所が離れていても、地域内の他の施設を子

どもの居場所となるようにしたり、小学校内での放課後

子ども教室を充実させたりするなど、子どもが気軽に

遊びに行ける場所を確保していきたいと考えています。 

また、ご提案いただいた民間企業との連携も、この方針

に基づき魅力ある児童館の運営を考えていく際の参考

とさせていただきます。 

11 今後の多摩市について色々考えてくださっていてあり

がとうございます。 

わが家は、3 人の子どもがいます。みんな児童館にお世

話になり、感謝しています。児童館のスタッフの方と、少

し間があいてお会いしても、ちゃんとわが子のことを覚

えていてくださって、こんなふうに地域の方々に見守っ

ていただいて成長してるんだなと実感し、感謝の気持ち

でいっぱいになります。 

小さい子どもたちにとって、身近に遊びに行ける児童

館は、大切な存在です。 

うちから 1番近いのは東寺方の児童館です。 

その、身近な児童館がなくなるのは、この地域の子ども

たちにとっては、ふらっと行きやすい行き場を無くして

しまうことにもつながりそうだなと思います。 

児童館という形ではなくてもいいのですが、ぜひ子ど

もたちの居場所は残しておいてほしいです。放課後子

ども教室の整備は、本当にありがたいです。 

でも、身近に遊びに行ける児童館の存在も大切です。将

児童館の意義をご理解いただき、ありがとうございま

す。 

児童館の場所が離れてしまっても、更新する東寺方の

施設にも子どもたちの居場所は作っていく考えです。小

学校内での放課後子ども教室を充実するなど、子ども

が気軽に遊びに行ける場所を確保していきたいと考え

ています。 

児童館自体も再構築していきますが、行ってみたいと

子どもたちに思ってもらえるような魅力ある運営を考

えていきます。 
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来を担っていく子どもたちの未来のためにも、子どもた

ち一人一人にとって身近な居場所をなくさないでいっ

てもらいたいなと思い、コメントさせていただきまし

た。 

東寺方の子どもの居場所、ぜひ考えてもらえたらうれし

いです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

12 東寺方児童館周辺に住んでいると 

愛宕児童館まで徒歩で行きにくい。 

健康センターで多摩保育園に育児相談できると案内さ

れるが、実際に東寺方児童館を定期利用してる方は広

さや公園を使える点から多摩保育園に遊びに行く方は

少ない。 

また、東寺方児童館は車が停められるから雨の日に選

ぶ保護者もいる。 

私自身、未就学児の母ですが 

東寺方児童館職員の方は地域のお祭り等にも参加され

たり、挨拶があったり地域に馴染み、非常に必要不可欠

な存在である。 

異動児童館のようなもので、そういった職員は根付か

ない。 

東寺方地域はコロナ以降赤ちゃんが生まれてるのが少

ないようですが、児童館がなくなったりすると、頼れる

場所が減りもっと出生率が下がると思います。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には、子どもの居場所は作る考えです。こうした施設の

中でのお祭り参加や交流、関係づくりができるよう運営

の中で工夫していきます。 

また、乳幼児親子や子どものために、児童館からどのよ

うに職員が地域に携わっていくべきかという点も併せ

て考えていきます。 

今後、小学校内での放課後子ども教室を充実させるな

ど、近隣施設との連携を含め、乳幼児親子や子どもが気

軽に通える居場所を充実させていくと共に、各施設へ

の通いやすさという点も検討していきます。 

13 ・小学校の校庭や体育館を利用した放課後子供教室を

充実させ、学童クラブの子供もそれ以外の子供も一緒

に過ごせるのが望ましい。 

 

・東寺方複合施設付近は近年多くの子育て世帯が転入

しており、子供が増えている。 

子育てしやすい多摩市と評価されるようなまちづくり

を。 

 

・東寺方児童館利用の子供達は愛宕児童館へは遠くて

行けない。東寺方と愛宕の統合には無理がある。 

 

・愛宕エリアの森は、昔から子供たちが虫捕りをして楽

しんでいる。アウトドア施設として整備するより、本来の

放課後子ども教室の充実にご理解いただき、ありがと

うございます。 

東寺方児童館のある地域である桜ヶ丘四丁目、和田、東

寺方（一丁目を除く）の年少人口（18歳未満の人口）は、

平成３０年４月１日に 2,343 人でしたが、令和６年４月

１日では 2,064 人と、わずか７年の間で、279 人も減

少しているのが事実です。一部の地域での限定的な人

口増加は見られるものの、市内全体では少子化が進行

しています。そのような実態を踏まえて、またその中で

子育てしやすい多摩市と評価されるためには児童館は

どうあるべきか、様々な観点から議論・検討した上での

方針であることをご理解いただければと思います。 

愛宕児童館を改修する児童センターについて、今ある

自然を活かすことや、夏季の過ごし方は、今後の児童セ
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自然の形のまま残すべき。そちらの方がより思い出に

残る。 

 

・気候変動によって夏がとても長くなっていて、6 月か

ら 9 月のほとんどは外で過ごすことが危険。室内で過

ごせる場所は残すべき。 

 

・ここに行けば誰かがいる、誰かに会えるという場所が

あることが安心につながる。そのため移動児童館のよ

うな不確定なものは要らないのではないか。 

ンターの施設内容を検討していく中で参考にさせてい

ただきます。 

14 子供の足で通える距離に配置されているのが良いと思

うので、東寺方が愛宕に統合されてしまうのでは遠くな

る子が多くなるのではないかなと心配な面があります。

自分の子が通っていた小学校も統合により学年途中で

遠くなって一クラスあたりの人数が多くなって、子が不

登校になる要因として大きいものがあったと考えてい

ます。子供が少なくなっているのにあわせて設備を減ら

していかずに、一人当たりにかける費用が手厚くなると

いいなと思います。 

アウトドア特化館でもある児童センターの場所として愛

宕児童館を選んだのは、子どもにとって自由に遊べる

育成環境が実現できる立地であるかで判断しました。

住宅の多い地域でアクセスが良いという利点があって

も、このような育成環境が実現しない立地では難しいと

考えた上での提案となっています。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放

課後子ども教室を充実させるなど、子どもが気軽に通

える居場所を充実させていきたいと考えています。 

多摩市でも少子化は進んでいますが、児童館に限らず、

様々な地域資源を活用することにより、子どもに対する

支援自体は充実させていきたいと考えています。 

15 東寺方児童館について主に記載します。 

多摩市に生まれ育ち、今は 3 人の母になりました。実家

近くに住んでいるため、子供のときと同じような生活環

境にいます。子供の頃の東寺方児童館は学童がありた

くさんの子供達がいたように思いますが、学童に入って

いない私はそのコミュニティに入れず、逆に行きづらか

ったです。図書館にはよく行っていたので帰りに覗く程

度でした。  

今は行きたい子供達が行きたいときに自由に行ける場

となり、行きやすさが増したように思います。ただ、建

物の耐震性が非常に不安で、全体的に天井が低いから

かお部屋が暗いイメージもあり、我が子達をなかなか積

極的に行かせてはいない状況です。 

この建物や内部の配置がリニューアルされ、とても良い

環境になれば家からも近く、物騒な社会生活でも安心し

児童館や放課後子ども教室の意義を理解いただき、あ

りがとうございます。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放

課後子ども教室を充実させるなど、子どもが気軽に遊

びに行き、安心して過ごせる場所を充実させていきた

いと考えています。 

乳幼児親子のためのひろば施設は、地域の保育施設で

担えないか、検討しています。中高生に対しては、中高

生専門館など、多少遠くても通いたくなるような児童館

をつくり、居場所としていきたいと考えています。 

一ノ宮児童館に対してご指摘いただいている施設の狭

さや老朽化についても、この方針に沿って児童館施設

を更新していくなかで解消していき、「基幹となる児童

館」として選ばれる児童館になるようにしていきたいと
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て子供達を行かせられるなと期待しておりました。  

今回の愛宕児童館との統合の話はとても残念に思って

います。少子化や市の経済状況から削減していきたい

のでしょうけど、児童館は子供達が自由に気軽にいつ

でも行ける場所なはず。 

この地域から、かるがも館、愛宕児童館、ゆう桜ヶ丘は

遠過ぎます。徒歩、自転車、ベビーカーなどでの移動、

夕暮れが早い時期を考えれば、子供達の時間を交通時

間で奪ってしまいます。かるがも館に限って言えば、八

王子市とのほとんど境で立地がイマイチだなとはいつ

も思います、とても良い施設であろうに一度も行ったこ

とがありません、遠過ぎて。愛宕とゆう桜ヶ丘は山登り

でベビーカー、自転車、徒歩では厳しいです。  

一時期、都外の親戚や知り合いが全くいない場所で、少

し発達に心配な 2 歳児を抱えて生活していた時期があ

りますが、そのときに気軽にその子を連れて行った場所

が近所の児童館でした。もちろん徒歩で行けます。児童

館の人にもお話しできて良かったですし、子供とも遊ん

でくれました。  

移動児童館にするお話も伺いましたが、それではその

時間に合わせて行かなければいけません。子供達はす

ぐに体調崩してしまうし、それに合わせてでしか、職員

さんにもお会いできないのでしょうか。 

放課後こども教室はとても良い取り組みで、我が子達

もたまに参加しています。拡充することはとても良いで

すが、あくまでコミュニティは学校の延長。そもそも学校

があまり好きではない子には辛いかもしれないです。  

学童の待機改善ももちろん良いですが、小学生以外の

子供達は？と単純に思います。中高生や乳幼児の対策

は移動児童館だけですか？それは手薄過ぎると感じま

した。  

この東寺方複合施設が大規模改修でリニューアルされ

た際には、子供達が気軽に自由にいつでも行き、安心し

て過ごせる場所となれるような施設であることを前提

に、多世代の地域の人々の交流の場となることを望ん

でいます。児童館もしくは子供達専属の職員さんが常

駐している施設になってほしいです。できれば、施設内

のお部屋配置など変えて、中高生の部屋もつくり、東寺

考えています。 
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方児童館としての機能を残して頂きたいです。  

一ノ宮児童館も行ったことがありますが、駅周辺の子供

達で利用者数が多く活気がありますが、狭いし古いし人

口密度が高過ぎて居心地悪く、乳幼児連れでしたが行

くのをやめてしまいました。落ち着いている東寺方児童

館の方が好きです。 

16 子どもがいけなくなるから、東寺方児童館はなくしちゃ

ダメ 

豊ヶ丘児童館も引っ越ししないでほしい 

東寺方児童館のあった場所には、子どもたちが遊べる

場所は残そうと思っています。その他にも、小学校内で

放課後子ども教室を行って、授業が終わった後も学校

で遊べるようにするなど、みんなが遊べる場所を増やし

ていきたいと考えています。 

豊ヶ丘児童館については、地域の子どもたちみんなが

通いやすい場所を考えると、現在の豊ヶ丘複合施設か

ら貝取学童クラブの場所へ引っ越しするのが良いと考

えています。 

17 児童館は普通の児童館がなるべく密にある方が良い。

杉並区は小学校区に一つ児童館を整備する方針を決め

た。子育てしやすい町というなら子どもの行動範囲でお

る小学校区にきちんと整備してほしい。東寺方児童館に

行っていた子が桜ヶ丘や愛宕の児童館に行くのは高低

差もあって無理がある。特にプレママの経験から、坂の

上り下りがあるのは障壁となり、未就学児へのサービス

が後退するのではないかと思っている。 

新しく特色ある児童館としてアウトドア特化館を作ると

いうが、東寺方児童館を減らして作るのは反対である。

アウトドアが好きではない子にとっては代替にならな

い。いまの児童館では外遊びも室内遊びもできるので、

それで良い。もし本当にアウトドアをというなら、例えば

大谷戸公園で子供向けとアウトドアができる設備を整

備して、児童館の企画として遠足したらどうか。 

素案に児童館に特色がないことが問題点として上げて

いるが、認識が間違っている。学校の授業は学校ごとに

異なる必要はなく、同じ教育が行われている。児童館も

同じで子どもに必要なケアやサービスは同じで、児童館

はそれを提供することが求められている。その上で子ど

もや地域性によって自ずと特色が出てくる。東寺方児

童館では芋掘りがコミニティ紙で取り上げられたのは、

東寺方の周辺に畑があるからだし、豊ヶ丘児童館では

素案を決定するまでの間、方針の内容をゼロベースか

ら議論してきました。その過程では、現在ある 10 館の

全児童館を存続させていくことや、通いやすい場所に

児童館の無い地域へも設置していく案も検討しました。

しかし年少人口が減じ、児童館全体の利用者数もこれま

での人数を維持していくことが見込まれない中、限られ

た人的・物的資源を生かしながら、児童館が地域に存在

しているというだけでなく、行きたいと魅力ある運営と

していくためには、素案にあるような児童館に再構築し

ていくことが必要だという考えに至りました。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には、子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放

課後子ども教室を充実させるなど、近隣施設との連携

を含め、乳幼児親子や子どもが気軽に通える居場所を

充実させていきたいと考えています。 

アウトドア特化館でもある児童センターの場所として愛

宕児童館を選んだのは、子どもにとって自由に遊べる

育成環境を実現できる立地であるかで判断しました。

住宅の多い地域でアクセスが良いという利点があって

も、このような育成環境が実現しない立地では難しいと

考えた上での提案となっています。 

児童館の特色については、ご指摘のような地域性も、求

められる特色のひとつと捉えています。これまで各地域
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月 1 回伝統芸能を体験できるのは、上で行われている

地域の市民の活動があるからで、特色というならこれこ

そ特色だと思う。市の方がそれを特色だと認識できて

いないだけではないか。 

ま素案で中高生向けの児童館を整備するというが、こ

ちらも 1館では不足。新たに市内中の中高生を集める１

館を作るのではなく、今ある児童館に職員を増やし開

館時間も遅くまで開けて中高生が集える児童館に整備

したら良い。唐木田児童館では、一定中高生の居場所と

なっている成果もあるので、他の既存の児童館でも参

考にしたら良いと思う。 

豊ヶ丘児童館に関しては、貝取学童に移動しても、豊ヶ

丘児童館は残してほしい。豊ヶ丘児童館は面積は面積

を減らしたとしてもオープンスペースなどにするのでは

なく専門の職員を常駐させ児童館としての機能を残し

てほしい。貝取児童館と豊ヶ丘児童館、小学校区として

考えるなら、2つあるべきだと思う。 

また提案の出し方について、タイトルに「あり方」とあっ

て児童館削減と取る人はいない。きちんと議論をした

いなら誠実に何について市として提起するのか分かる

ようにするべき。初タイトルをつけるなど。また東寺方

児童館「削減」なのに「統合」というのも同様で、事実に

基づいた説明、言葉遣いをしてほしい。でないと市の信

頼性を損なうことになる。建設的な議論のために、市に

は言葉遊びで煙に巻くようなことはしないで、市民と誠

実に対話してもらいたい 

の児童館で培ってきた特色も、再構築する児童館で生

かしていきたいと考えています。 

中高生向けの児童館については、現在でも唐木田児童

館のほかに一ノ宮児童館、永山児童館も中高生重点対

応館として、他の児童館と異なる開館時間や事業を設

けています。これらの中高生重点館は、「基幹となる児

童館」と位置付けていきますが、中高生専門館と併せ

て、中高生も利用したくなるような児童館にしていきた

いと考えています。 

18 少子化や担当職員の人員不足、児童館の老朽化に伴う

統合については理解できますが、共働き世帯が多い中

で地域ボランティアを頼りとする放課後子ども教室を

児童館の役割の代替として主軸にすれば、いずれ運営

がままならない状態になるのではないかと危惧してい

ます。 

地域参画は大事なことだと捉えていますが、市運営主

体の児童が安心して集える場所の構築をお願いできれ

ばと思います。 

本方針の趣旨にご理解いただき、ありがとうございま

す。 

放課後子ども教室については、これまで地域ボランティ

アにより運営してきましたが、今後、社会福祉法人の協

力を得て、委託による週５日実施へ移行し、安定した運

営体制を作っていきます。 

19 ＊「児童館は、18 歳以下のすべての子どもと保護者に

開かれた、多摩市の未来を育む館 です。」の方針は、そ

の通りだと思います。「中高生専門館」を設けることも大

中高生専門館の趣旨をご理解いただき、ありがとうご

ざいます。 

また、児童館内の子育てひろばの意義もご理解いただ
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賛成です。今までの児童館は幼児～小学生が集まると

ころのイメージで、中高生の居場所はなかったので、中

高生が集い、いろいろな活動や経験を通して新たな視

野を広げていけるような場（学校とは別の）は大事で

す。 

＊共働き家庭が増え、少子化もあり、乳幼児を育ててい

るお母さんが同じようなお母さんと出会う機会は減っ

ています。育児のちょっとしたことや不安なども話せる

場所として、乳幼児の部屋は大切です。唐木田児童館の

職員から話を聞く機会があった時に、乳児コーナーは赤

ちゃんを安心して遊ばせられるし、お母さん同士が育児

のことなどを気軽に話せるので、口コミで利用者が増え

ているとのこと。子どもの数は減っていても大事な場所

ですので充実させてください。 

いているところかと思います。これまでは、児童館も地

域子育て支援拠点と位置づけて乳幼児親子のための場

も充実させてきました。しかし、様々な年齢層の利用者

が利用することにより、施設によっては児童館本来の役

割である子どもの健全育成の場に制約を及ぼしている

ことも事実です。今後、乳幼児親子の居場所を保育施設

等でも担うとともに、児童館は子どもの健全育成とい

う役割に重点を置いていくことをご理解ください。 

20 東寺方の児童館には、小学生の子どもがお世話になっ

ています。また、私も子供の頃よく遊びに行き、親子二

代で利用させていただいています。 

この度、愛宕児童館と統合され、移動児童館になる方針

が提案されているようですが、「移動」では子どもの居

場所にはならないとおもいます。また、愛宕は遠くてと

ても利用しにくいのではないかと思います。 

少子化対策が叫ばれているなか、児童館を削減すると

いう多摩市の方針は理解できません。 

親子二代にわたって東寺方児童館をご利用いただき、

ありがとうございます。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放

課後子ども教室を充実させるなど、子どもが気軽に通

える居場所を充実させていきたいと考えています。 

多摩市でも例外なく少子化が進み、その対策が求めら

れる中で、子育てしやすい多摩市と評価されるために

は児童館はどうあるべきか、魅力ある児童館として存

在し続けることを様々な観点から議論・検討した上での

方針であることをご理解いただければと思います。 

21 １． 少子化対策が国全体で進めていこうという時代に、

児童館削減の方針は時代錯誤ではないでしょうか。今

日、杉並区の担当者に電話で聞いてみたら、小学校に設

置する放課後子ども教室などの対策はもちろん、児童

館を７館新設するそうです。 

２． 「基本方針」の１９ページ「（１）安心できる居場所の

提供」とありますが、「移動」児童館では「居場所」になり

ません。しかも、住宅が続々と誕生し、人口が増加して

いる東寺方地区からわざわざ遠くの愛宕まで行かなく

てはならないなんて、利用者のことを考えて計画を立て

ているのでしょうか。１７ページの地図を見ると、愛宕は

位置としても市のはずれにあり基幹としてふさわしい

場所でしょうか。 

この素案を検討する過程では、児童館の施設数を増や

す案も上がりましたが、児童人口も減少し、人的・物的

資源が限られる中で魅力ある児童館のあり方を検討し

た結果、素案にあるような児童館配置に再構築していく

ことが必要だという考えに至りました。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放

課後子ども教室を充実させるなど、子どもが気軽に遊

びに行ける場所を充実させていきたいと考えていま

す。 

アウトドア特化館でもある児童センターの場所として愛

宕児童館を選んだのは、子どもにとって自由に遊べる

育成環境が実現できる立地であるかで判断しました。
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３． 「基本方針」の１０ページ「2-3 多摩市児童館の課題

①多摩市児童館各館の特色がなくなりました。」とあり

ますが、無理に特色をつける必要はないと思います。

「基幹となる児童館」「アウトドアに特化」よりも、近くの

利用しやすいごくありふれた児童館が必要なのではな

いでしょうか。 

４．「豊ヶ丘複合施設の存続を求める陳情」が市議会で

採択されたことを考慮して「基本方針」が策定されたの

でしょうか。２０１６年１１月に「施設廃止方針を見直し市

民と対話していく」ことになって豊ヶ丘と東寺方で対話

が始まりましたが、それぞれの地域住民との対話内容

が異なるのに、二つの施設に対する市の方針がほぼ同

じです。地域住民との対話を重視して方針を決定したの

でしょうか。例えば、豊ケ丘の児童館については２０２３

年オープンハウスにきちんと記載されているのに、どう

して２０２４年６月に廃止の方針が出てくるのでしょう

か。「対話」に参加していない部署から突然の廃止方針

は、対話の進め方としてルール違反だと思います。自治

基本条例に照らしても問題ではないでしょうか。 

５． ここで初めて市の原案が提案されたのですから、こ

こから「対話」が始まるのではないでしょうか。拙速に決

定しないで、充分に時間を取って「対話」をして決めてい

くことを要望します。 

住宅の多い地域でアクセスが良いという利点があって

も、このような育成環境が実現しない立地では難しいと

考えた上での提案となっています。 

地域への説明は、素案の公表後、6 月より地域の方と意

見交換を始め、７月の公共施設のあり方意見交換会、エ

リア内の小学校保護者や地区委員会、地域住民への説

明や意見交換会を約 20 回繰り返しています。また、児

童館を利用する子どもたちからの意見も聞き取ってき

ました。今後も１１月３０日に東寺方小学校保護者を対

象とした意見交換会を予定しており、方針の決定は、こ

れらいただいた意見を踏まえて検討の後を予定してい

ます。 

なお、豊ヶ丘児童館については、エリア内で児童館に通

える児童の居住地が偏在しないことを考慮した結果、現

在の豊ヶ丘複合施設内から貝取学童クラブの場所へ移

す計画としており、「地域の児童館」として存続する方針

です。 

22 愛宕児童館にアウトドアに特化した児童センターを作る

ということですが、本当に「アウトドアに特化した」施設

が求められているのが疑問です。どのような調査をさ

れたのでしょうか？ もちろん、調査において素案に書

かれているようなことを肯定・歓迎するような意見があ

ったとは思いますが、自分に都合の良い設問・聞き方・

答えの選択をしてはいなかったでしょうか？ 

 

東寺方児童館と愛宕児童館を統合して愛宕に児童セン

ターを作るということですが、現在東寺方児童館を利用

している児童、東寺方児童館が存在続ければ東寺方児

童館を利用するであろう将来の児童は少し遠くなる愛

宕児童センターまで通うことになりますが、その辺の調

査はきちんとされたのでしょうか？ そのことを心配し

ている声を聞きます。 

アウトドア特化館についてですが、様々な遊びの経験を

通じて子どもの健全育成を図っていくという児童館本

来の役割に立ち返って、求められる児童館の姿を具体

的に検討してきました。その中で学校や自宅などの場で

はできない遊び、児童館という施設ならではできる遊

びとしてアウトドア体験が挙がってきたこと、そして施

設が広大で、隣接して住宅も少ない愛宕児童館の立地

条件で、そのような遊びの提供が可能であることに着

目し、アウトドア特化館の考案に至りました。 

東寺方児童館を利用している子どもの居場所について

ですが、児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の

施設内には子どもの居場所は作る考えです。小学校内

での放課後子ども教室を充実させるなど、子どもが気

軽に遊びに行ける場所を充実させていきたいと考えて

います。そして愛宕の児童センターは、子どもが自力で
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基本方針自体はよく書かれていると思います。ただ、各

論というか、地域ごとの説明がきちんとなされるかどう

か非常に心配です。１０年前の行動プログラムも総論は

もっともなことが書かれていました。各論はひどい部分

が多かったと思います。 

 

この基本方針をどうしても１１月１４日に庁内決定したい

ようですが、あと１０日以内に「決定」するというのは無

理があると思います。同様な意見が市議会議員、市民か

ら複数あがってきていることも考えてください。また児

童館のある東寺方複合館での話し合いも再開したばか

りです。あまりにも拙速です。 

 

よろしくお願いいたします。 

の行動範囲が広がる年齢になったとき、多少遠くても

行ってみたいと思うような魅力を持たせたいと考えて

います。 

地域への説明は、素案の公表後、７月の公共施設のあり

方意見交換会を皮切りに 11 月 30 日まで、エリア内の

小学校保護者や地区委員会、地域住民への説明や意見

交換会を繰り返しています。また、児童館を利用する子

どもたちからの意見も聞き取ってきました。方針の決定

は、これらいただいた意見を踏まえて検討の後を予定し

ています。 

23 児童館で 20 年以上ボランティアをしています。赤ちゃ

ん、幼児の時間や秋まつり、図書館でお話し会をしてい

ます。老人福祉館との交流もあり、小学生も中学生も皆

んなが立ち寄りやすい場所にあり交流の場になってい

ます。家も増え人も増えているのでこの環境を是非残し

てください。素晴らしいモデルとなる施設だと思いま

す。愛宕は自然があり広い場所があると言っても人が

行きにくい所は毎日行くところにはならないと思いま

す。 またかるがも館にあった子育て広場も職員に説明

がなく閉鎖されて、保育園内に同じような施設を作るそ

うですが、東寺方児童館も同じようになると気軽に地域

の仲間といつでも足を運べる場所が無くなるように思

います。 

長年、ボランティアとして児童館運営に携わっていただ

き、ありがとうございます。２０年前のデータでは無い

のですが、１４年前の平成２２年度東寺方児童館の年間

利用者は延べ 21,523 人でした。そこから少しずつ減

少し令和5年度は延べ 14,834人というように利用す

る子どもの数も、需要も時代とともに変化していること

も考慮しています。私たちは施設の見直しの機会を捉え

て、ただ残していくだけではなく、これからの 20 年、

30 年先の変化にも対応できる施設や運営のあり方を

考えて方針案を作成しました。 

また東寺方地区複合施設が、東寺方児童館があったと

きと同じように、子どもや地域の方が気軽に通える居

場所になるためにはどうしていくべきか、今後の意見交

換を含め、地域の利用者、保護者の方の話を聞きなが

ら検討していきたいと考えています。 

24 東寺方複合施設の計画案について意見募集を行ってい

るとのことで意見します。 

まず、このホームページのどこから意見を言えばよい

か、案内がどこにもなくたいへんでした。説明会より 1

か月しかたたない状態で決定するのはあまりに乱暴で

す。影響の大きさに比べて拙速です。決定はすべきでは

ありません。 

市側はいろいろ説明していますが、結局お金を減らす

本パブリックコメントの回答方法がわかりにくかったこ

とについて、お詫び申し上げます。 

地域への説明は、素案の公表後、７月の公共施設のあり

方意見交換会を皮切りに 11 月 30 日まで、エリア内の

小学校保護者や地区委員会、地域住民への説明や意見

交換会を繰り返しています。また、児童館を利用する子

どもたちからの意見も聞き取ってきました。方針の決定

は、これらいただいた意見を踏まえて検討の後を予定し
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ためだということを隠しています。お金を減らす対象を

子供の健全育成の分野を対象にしているのです。ここ

を対象にすべきではありません。子供が少子化で減っ

たとしても虐待、非行、自殺、不登校の問題は増えてい

ます。児童館は学校や家族以外の第 3 者として有効に

機能できる場所です。この分野の専門の職員と子供と

接する場所は減らすべきではありません。健全な子供

は健全な社会の未来をつくってくれます。お金のために

自分たちの首を自分たちで絞めることになることはや

めたほうが良いです。 

ています。 

この方針は、児童人口が減じ、児童館全体の利用者数も

これまでの人数を維持していくことが見込まれない中、

限られた人的・物的資源を活かしながら、児童館が地域

に存在しているというだけでなく、行きたいと魅力のあ

る運営としていくためにはどうあるべきかという観点

で検討しました。市では子育て支援は重要施策と捉えて

おり、市全体の厳しい財政状況の中でも様々な取り組

みに対して必要な予算を投じています。児童館事業に

対しても、日常の施設管理・運営に必要な経費のほか

に、魅力ある児童館作りのために、現在でも様々な取り

組みを考案し、予算化を目指していることをご理解いた

だければと思います。 

25 私事ですが 4児の父です。 

第一子より第 4 子まで 5 年以上、愛宕児童館に定期的

に通わせて頂きました。 

 

同児童館の利点は下記 

・平日利用－放課後の子供の交友先として優秀 

 －職員さんの管理下であり、セキュリティ面で安心で

きる。 

･土曜利用－平日利用と同じくセキュリティ面で強みが

ある上に保護者有事の際の一時利用の側面も強い 

・他－同児童館は山の上に位置していることもあり子供

の運動不足解消に非常に有益 

 －立地場所周辺の交通量が少ないので突発的な交通

事故のリスクが少ない 

 

期待する将来像－広い土地、山ぞいの土地を利用した

「運動不足解消」に重点を置いた施設更新が望ましい。 

これまで愛宕児童館をご利用いただき、ありがとうござ

います。 

また、愛宕児童館の特長をご理解いただいた上でのご

提案に感謝します。 

いただいたご提案は、愛宕児童館を改修する児童セン

ターの施設内容を検討していく中で参考にさせていた

だきし、魅力的な児童センターの実現を目指したいと考

えています。 

26 子どもたちと保護者の方が安心して過ごせる場所。児

童館が自分の“居場所”になるといいなと思います。 

具体的には、①子どもたちが安全に遊べる環境。（アス

レチック・体育館など） 

②クラブ活動やイベント（歌・ダンスなど） 

③保護者向けのイベント 

児童館に対する期待をお寄せいただき、ありがとうご

ざいます。 

いただいたご提案は今後、この方針に基づき魅力的な

児童館を実現していくための具体的な運営検討の参考

にしたいと考えています。 

27 各児童館の課題に学区エリアに傾りがある部分で、児童

館の移設するべきだと考える。エリア内に対応するに

児童館の配置については、素案を検討する間、方針の

内容をゼロベースから議論してきました。その過程で
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は、極端に少ない小学校利用の子どもに行きやすい場

所に新たに児童館を設置する方法もあるが、人手の問

題もあることから、10 館内で行うには、児童館の位置

を考え直す必要がある。落合児童館であれば、西落合小

に至近のため、東落合小の児童の利用者が少ないとい

う課題で、東落合小の利用者が増えるには、落合中付近

にある落合第二学童クラブを落合児童館とする。落合

中の近くにあるからこそ、西落合地域も東落合地域も

利用しやすいと考える。ただ、西落合小の利用が極端に

減っていく課題もあるが、落合中に通いやすくなるきっ

かけのひとつとしてはメリットだと言える。 

人件費等の差しつかえがない限り、全児童館に日曜開

館は行っても良いと考える。現在は一ノ宮、永山、唐木

田の中高生重点対応館では行っているが、日曜開館が

あることによって、小学生も日曜日に過ごせる居場所が

増える。現状では、職員の人数的に毎週日曜日の対応

が難しいところから、月 1か月2程度で行うこともひと

つである。もしくは、の平日の 1日のどこかを休みにし、

日曜開館するというのもある。そこは平日来る児童館

の子どもの様子次第で決めて頂くことになる。 

は、現在ある 10 館の全児童館を存続させていくこと

や、通いやすい場所に児童館の無い地域へも設置して

いく案も検討しました。しかし児童人口が減じ、児童館

全体の利用者数もこれまでの人数を維持していくこと

が見込まれない中、限られた人的・物的資源を活かしな

がら、児童館が地域に存在しているというだけでなく、

行きたいと魅力のある運営としていくためには、素案に

あるような児童館に再構築していくことが必要だとい

う考えに至りました。 

児童館の開館時間については、今後、この方針に基づき

魅力的な児童館を実現していくための具体的な運営検

討の参考にしたいと考えています。 

28 じどうかんから、家もちかいし、おかあさんは、びょうき

で、しごとからかえるのがおそいし、おとうさんは、8 時

ぐらいまで、かえってこないし、ここしか、（個人名）に

は、いばしょがない。外でもあそべるけど、あめの日は、

そとではあそべない。あと、がっこうから、すぐに、あそ

びにこれるから、なくなんないでほしいなー。べつに人

はいるよ？ともだちもよくくるし、たっきゅうでもあそ

べるし、ぴアノをそれにおりがみ、カードゲーム、ぬり

え、おもちゃ、なわとび、すなあそびバトミントン、アクテ

ィブルームもあるし、ちっちゃいこようのそういうへや

もあるから。あと、なつまつり？あきまつり？とか、そう

いうぎょうじもたのしいし、じゃんじゃんも、まぁおもし

ろいし、とにかくたのしい。（個人名）、ともだちのおかあ

さんからきいたとき、えっ？ってなった。ほんとうに、こ

こがなくなるのがやだった。土ようびもあいてるし、日

ようびとか何何の日とかあいていないのはやだけど、

いまきづきました。手がふるえています。しょうじきこわ

いです。あっ、（個人名）のすきなもの？それは・・・・・・・

いつも児童館を利用していただき、ありがとうございま

す。また児童館を「いいところ」「おもしろいし、とにかく

たのしい」とほめてくれてうれしいと思っています。 

「児童館のこんごのあり方きほんほうしん（あん）」のこ

とを聞いて不安をかんじさせてしまったこと、ごめんな

さい。きちんと児童館の職員から、次に来てくれた時

に、お話しできると良いと思っています。 

児童館では無くなったとしても、今の場所には、これま

で児童館があったときと同じようにすごしてもらえるよ

うないばしょを、地域の人たちと話し合ってつくってい

きたいと思っています。 

よかったら、お休みの日には、ほかの児童館にもあそび

にきてください。 
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マンガです！それはいろいろあります。れんあいとか、

でも一番すきなのが、ドラゴンボールです。あとすきな

へやは、いまかいているとこなんですけど、としょこー

なーです。（個人名）1さいぐらいからいます。ここは、い

いとこです。 

29 〔東寺方複合施設〕への意見です・・・・・私の認識不足の

件があるかも知れませんが。 

◎図書館が残ることには安堵しています。 

 

Ａ．児童館について Ｂ．福祉館について 

 

〔1〕ＡもＢも、結論から言いますと、今の場所での存続に

賛成です。 

①交通の便がよい②バス停が近③体育館も近い④東寺

方小学校も第二小学校も等しい位の距離⑤公園もある

⑥近くに消防署もある、こんな利便性の良い所は、大切

にしたいです。 

〔2〕利用者数①今、利用者数が少ないからと言って統

合するのではなく、先を見て欲しいです。②現在、東寺

方、和田地区では、新築の戸建があちこちで建設されて

います。入居すれば間違いなく人口増がやってきます。

その時になって慌てても遅いのです。 

〔3〕①建物を壊すにしても費用がかかります。今の建物

の不備な所を改修して大事に使った方が経済的なので

はないでしょうか。②物を大切にするという子供の教育

にもなりませんか。 

〔4〕3階の福祉館について、①約 60才以上の方々が、

各々の趣味を生かして通ってきています。行く所がある

ということは、生活意欲も湧き、健康につながります。

②結果的には医療費の削減に繋がっていきます。③身

近な地域にあるからこそ、通えるのです。 

 

どうぞ御一考をお願い致します。 

〔1〕東寺方地区複合施設の今後については、その立地

も生かしながら、東寺方児童館があったときと同じよう

に子どもや地域の方が気軽に通える居場所になるため

にはどうしていくべきか、今後の意見交換を含め、地域

の利用者、保護者の方の話を聞きながら検討していき

たいと考えています。 

〔2〕東寺方児童館のある地域である桜ヶ丘四丁目、和

田、東寺方（一丁目を除く）の年少人口（18 歳未満の人

口）は、平成３０年４月１日に 2,343人でしたが、令和６

年４月１日では 2,064 人と、わずか７年の間で、279

人も減少しているのが事実です。市内の一部の地域で

は限定的な人口増加は見られるものの、市内全体では

少子化が進行しています。そのような実態を踏まえて、

またその中で子育てしやすい多摩市と評価されるため

には児童館はどうあるべきか、様々な観点から議論・検

討した上での方針であることをご理解いただければと

思います。 

〔3〕「物を大切にする」といったことは重要な視点と思

います。ご意見ありがとうございます。東寺方複合施設

については、現在、施設を建て替えるか、大規模改修を

するか検討をしています。施設のあり方等については、

地域の皆様との対話を重ね、より良い施設にしていき

たいと考えております。来年度から東寺方地域のみな

さまとの対話を本格的に再開する考えでいます。 

その際は、ぜひご参加いただき、ご意見賜ればと思いま

す。 

〔4〕老人福祉館に関しては、本パブリックコメントと同

時期に行いました「コミュニティ施設の今後のあり方に

関する基本方針（素案）」パブリックコメントの回答内に

てお答えします。 

30 この地に引っ越して来て不安の一つは、子供達がこの

地になじめるかということでした。 

近くにある、児童館、図書館を利用し子供の友達が出来

児童館を通じて、親子とも地域になじめていけたことを

嬉しく思います。 

一部の地域での限定的な人口増加は見られるものの、
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ました。 

次々ママ友も出来、本当にうれしかったです。 

今この地域はどんどん新築の家ができています。 

子供も増えています。きっと皆さんも同じ不安を持って

いると思います 

児童館を増々充実させていってほしいと思います。子

供が小さい時は、近くにあるというのがとても良いこと

だと思います。 

市内全体では少子化が進行しています。そのような実

態を踏まえて、またその中で子育てしやすい多摩市と評

価されるためには児童館はどうあるべきか、魅力ある

児童館として存在し続けることを様々な観点から議論・

検討した上での方針であることをご理解いただければ

と思います。 

31 東寺方老人福祉館には図書館で利用させて頂いていま

した。それは体育館へ通っているので帰りに寄る感じで

す。 

しかし最近他の施設でやっていた体操が出きなくなり、

月 1でこちらにお世話になっています。 

また、友人の誘いでこちらの教室にも通い始め、立地や

駐車場もあり、利用させて頂いています。 

 

タウンニュースで老朽化で立て替えが検討されている

事を知りました。まずどうしても不具合があるなら耐震

補強の方向でお考え頂きたくお願い致します 

いつも施設をご利用いただきありがとうございます。 

本施設については、建築後 43 年が経過しており、空調

や給排水等、設備等の老朽化が進んで いるため、安全

に使い続けるには大規模改修が必要な状況です。また、

平成 22 年度に実施した耐震診断の結果、市が目標と

している基準に満たない部分があるため、今後の大規

模改修の際には耐震補強も必要な状況です。 

来年度にかけて、地域の皆様と今後の施設に必要な機

能やあり方について意見を交換し、耐震補強とともに大

規模改修を行うか、建て替えるかの方針を定めていく

ためのワークショップや意見交換会などを開催する予

定ですので、是非ご参加いただき、ご意見お寄せいただ

けますと幸いです。 

32 1 児童館 

児童、乳幼児の育成に大変有益に機能しており、また相

続の関係で多くの個建住宅が計画され、さらに多くの

需要が見込まれます。子育てに力を入れている行政は

活性化していて、近隣からの移住者も増えるというデー

タもあります。先を見すえて、どこにもひけをとらない

児童館を造るという理念の実践が「子は地域の宝」の証

左になると思います。 

2 図書館 

子ども達は本を読まなくなっています。多摩大学の教

授から「文章が書けない大学生が増加している」との声

も聞きます。一方多摩センターには新図書館が出き

100 万人を超えています。見近かな地域の中に充実し

た図書館が是非とも必要です。地域の文化程度、教養

の深さのバロメーターは図書館の貸出本数にもよるも

のと思います。学力向上、教養深耕、常識力には読書が

肝要です。現在の水準を維持した図書館を存続して頂

東寺方児童館のある地域である桜ヶ丘四丁目、和田、東

寺方（一丁目を除く）の年少人口（18歳未満の人口）は、

平成３０年４月１日に 2,343 人でしたが、令和６年４月

１日では 2,064 人と、わずか７年の間で、279 人も減

少しているのが事実です。市内の一部地域での限定的

な人口増加は見られるものの、市内全体では少子化が

進行しています。そのような実態を踏まえて、またその

中で子育てしやすい多摩市と評価されるためには児童

館はどうあるべきか、様々な観点から議論・検討した上

での方針であることをご理解いただければと思いま

す。 

 

コミュニティ施設に関しては、本パブリックコメントと同

時期に行いました「コミュニティ施設の今後のあり方に

関する基本方針（素案）」パブリックコメントの回答内に

てお答えします。 
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きたいです。 

3 老人福祉館、市民ホールを廃止しコミュニティ会館

に変更との案を聞いていますが、現在の文化的会合、楽

しみ会、具体的に●●、カラオケ、詩吟、コーラスなどが

存続して、無料で利用できるようにして欲しいです。こ

れらの活動は、近隣同士の情報交換の場所にもなって

いて、地域の絆づくりや健康長寿に大いに役立ってい

ることのメリットをご理解ください。老人福祉館での入

浴サービスは、設立時の入浴事状も大きく変化していま

すので費用対効果で不要と思います。 

33 ・老人福祉会館 市民ホール 

現在、オカリナ・合唱等々使用されている方々には立地

条件が良く利用して居ります。是非今後も同じ基準で利

用が出来るよう希望致します。 

・図書館 

近くに図書館があることは、文化都市として大変大事な

ことです。子供達や幼児の育成のためにも現状の図書

館レベルを維持を強く希望致します。 

・児童館 

元気に子供達が児童館で遊んでいるのは地域の者とし

て子供達とのあいさつも出来、元気をもらえます。移動

児童館ではない現状のレベルの児童館を希望します。

今後益々建売の住宅が増える現実、子供が増える可能

性が多いと思います。働くお母さん達の為にも考えて

頂くことを希望致します。 

東寺方児童館のある地域である桜ヶ丘四丁目、和田、東

寺方（一丁目を除く）の年少人口（18歳未満の人口）は、

平成３０年４月１日に 2,343 人でしたが、令和６年４月

１日では 2,064 人と、わずか７年の間で、279 人も減

少しているのが事実です。市内の一部地域での限定的

な人口増加は見られるものの、市内全体では少子化が

進行しています。そのような実態を踏まえて、またその

中で子育てしやすい多摩市と評価されるためには児童

館はどうあるべきか、様々な観点から議論・検討した上

での方針であることをご理解いただければと思いま

す。 

 

老人福祉館、地区市民ホールに関しては、本パブリック

コメントと同時期に行いました「コミュニティ施設の今後

のあり方に関する基本方針（素案）」パブリックコメント

の回答内にてお答えします。 

34 1 東寺方複合施設（建物）について 

この施設は昭和55年に竣工し、昭和56年から運用開

始となっている。新耐震基準の昭和 56 年以前の建物

であり、耐震化、老朽化を考えると、自治会館等を含め

て合築での建て替えを希望する。 

2 老人福祉館、市民ホールについて 

①市の提案する全世代が利用できるコミュニティ開館

を了承。 

②しかし、高齢化率の増加化や今後とも元気老人を増し

ていくために、高齢者の利用できる施設も残してほし

い。 

③施設の運営方法は、委託方式の貸館でなく、現館長
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が色々な事業を展開し充実しているので是非市の直営

方式を希望 

④地元の地域包括支援センターの新たな設置など相談

機能を充実してほしい。 

3 東寺方児童館について 

①少子化の中で、東寺方地区周辺は、今後、建売住宅な

ど住宅建設が増加し、未就学児、小学生などが増えてい

く地域である 

②あたご児童館に統廃合されると東寺方児童館に来る

子どもの居場所が失われてしまいます。 

③東寺方児童館をあたご児童館の分館と位置づけ、規

模や会館日数を縮小して施設を存続してほしい。 

 

 

 

 

 

①東寺方児童館のある地域である桜ヶ丘四丁目、和田、

東寺方（一丁目を除く）の年少人口（18 歳未満の人口）

は、平成３０年４月１日に 2,343 人でしたが、令和６年

４月１日では 2,064 人と、わずか７年の間で、279 人

も減少しているのが事実です。市内の一部地域での限

定的な人口増加は見られるものの、市内全体では少子

化が進行しています。そのような実態を踏まえて、また

その中で子育てしやすい多摩市と評価されるためには

児童館はどうあるべきか、様々な観点から議論・検討し

た上での方針であることをご理解いただければと思い

ます。 

なお、児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施

設内には子どもの居場所は作る考えです。小学校内で

の放課後子ども教室を充実させるなど、子どもが気軽

に通える場所を確保させていきたいと考えています。 

 

老人福祉館、地区市民ホールに関しては、本パブリック

コメントと同時期に行いました「コミュニティ施設の今後

のあり方に関する基本方針（素案）」パブリックコメント

の回答内にてお答えします。 

35 1 図書館 

市民が読書をしたいと思う時、興味ある分野の本多数

を借りたいと思った際、近隣に図書館があることの重要

さを感じております。高齢者、子育て世代で共働きのご

家族等遠方に図書館がありますと足が遠のいてしまう

ことと思います。老若男女皆がより多くの素晴らしい本

に触れる機会を奪わないで頂きたいです。 

2 児童館 

少子化が進む中、子供が安心して遊べる場所が減らさ

れてしまうことを大変残念に思います。子供達が元気一

杯笑顔で地域の施設で遊ぶ光景はずっと残ってほしい

です。児童館で学校以外のお子さん達とも出合いコミュ

ニケーションを取ることで社会性も身に付き、公共施設

 

 

 

 

 

 

 

２ 

子どもが、様々な子どもや大人を通じて社会的役割を

学んでいくという、児童館の役割にご理解いただき、あ

りがとうございます。 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放
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でのマナーを学びよいことであると思います。 

3 市民ホール 

市民の方々が毎回楽しみに交流されている機会が継続

できますような存続を切に願います。 

4 老人福祉館での入浴サービスは使用者数とコストの

ことを考え不必要であると思います。 

課後子ども教室を充実させたりするなど、異年齢の子

どもが集い、親や教師とは異なる大人と接することの

できる居場所を、子どもが歩いて行ける範囲に作って

いきたいと考えています。 

 

地区市民ホール、老人福祉館に関しては、本パブリック

コメントと同時期に行いました「コミュニティ施設の今後

のあり方に関する基本方針（素案）」パブリックコメント

の回答内にてお答えします。 

36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 東寺方複合施設の老人福祉館の廃止に反対です。 

高齢者、特に一人暮らしの老人にとっては、風呂が廃止

されることは社会との断絶をつきつけられるも同然で

す。 

バス停からも近く、健康維持に欠かせない風呂は絶対

なくさないで下さい。 

住民の健康増進をはかることは、自治体の本来の役割

です。 

自治体の役割を簡単に施棄しないで下さい。 

 

2 児童館について 

愛宕児童館と東寺方児童館の合併に反対です。 

自宅から遠く離れた児童館は、児童館としての役割が

果せません。近くにあってこその児童館です。 

 

住民に対する市の説明が性急すぎます。 

住民との話しあいが不充分なままで強引に事をすすめ

ることに納得がいきません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館の場所が変わっても、更新する東寺方の施設内

には子どもの居場所は作る考えです。小学校内での放

課後子ども教室を充実させたりするなど、異年齢の子

どもが集い、親や教師とは異なる大人と接することの

できる居場所を、子どもが歩いて行ける範囲に作って

いくことにより、これまで児童館が果たしてきた役目を

担えると考えています。 

地域への説明は、素案の公表後、７月の公共施設のあり

方意見交換会を皮切りに 11 月 30 日まで、エリア内の

小学校保護者や地区委員会、地域住民への説明や意見

交換会を繰り返しています。また、児童館を利用する子

どもたちからの意見も聞き取ってきました。方針の決定

は、これらいただいた意見を踏まえて検討の後を予定し

ています。 

 

老人福祉館に関しては、本パブリックコメントと同時期

に行いました「コミュニティ施設の今後のあり方に関す

る基本方針（素案）」パブリックコメントの回答内にてお

答えします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館の今後のあり方基本方針 

令和７年２月 

多摩市子ども青少年部児童青少年課 

多摩市関戸六丁目１２-１ 

電話 042-338-6917（直通） 

 




